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中国人の仕事と企業に対する考え方と行動様式
に関する一考察
――中国に進出している日系企業と中国地場企業の
従業員に対する調査を礎にして――
飯 田 謙 一＊
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1．はじめに
2004年度の世界各国の海外直接投資は，アメリカ
における経済の成長率が高かったので，その影響を受
けて世界経済の拡大が見られた。その結果として先進
国を中心とした企業の収益の改善など見られたことか
ら，主に先進国間のクロスボーダーM&Aが活発化し
た。また同時に途上国向け投資が増加したために，対
内直接投資が 4年ぶりに対前年比で 3.4％増加して，
6,398億ドルとなった。また対外直接投資も前年比
21.5％増の 7,598億ドルとなった。2004年度対外直接
投資はアメリカが 1位で 2,520億 1,200万ドル。 2位
はイギリスで 654億 3,600万ドル。そして 3位はルク
センブルグで 590億 4,500万ドル， 4位がフランスで
478億 3,000万ドル。 5位はカナダで 474億 4,600万
ドルである。わが国の対外直接投資は香港に次いで世
界第 8位で，同期間の投資は金額では前年度比 1.5％
減の 355億ドル（円ベースでは 6.3％減の 3兆 8,210
億円）とほぼ横ばいであったが，投資件数では前年度
の 322件増の 2,733件と 4年連続で増加した。これは
アメリカ向け投資が前年比 55.8％減の 47億ドルに減
少し，かつ欧州向けが 2.7％増の 130億ドルと低調で
あったが，アジア向け投資が 46.7％増の 94億ドルと
好調で，対外投資を下支えしたことがその理由である
と言われている。
この好調なアジア向け投資は，アジア NIES向け投
資が 132.1％増加したことと，対中国投資が対前年比
45.3％増の 46億ドルとなり， 5年連続で投資額が前
年実績を上回っていることなどがその理由として挙げ
られている。中国に対する我が国企業の投資は昨年の
上海を中心とした反日運動や，近年現地日系企業にお
いて，さまざまな経営上の問題が多発して投資にかげ
りが見られるとは言うものの，自動車メーカーの旺盛＊ 専修大学商学部教授
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な投資により，輸送機器への投資額が前年から約 2倍
の 17億ドルをはじめとして，鉄鋼や電機分野への投
資の増加，それに急速に拡大する消費市場に対する投
資や，サービス分野に対するさまざまな投資が活発に
行われている事から，今後もわが国の中国に対する投
資は，拡大していくものと考えられる1）。
すなわち，我が国の海外直接投資は，近年の中国の
急速な経済成長に合わせて増加しており，それに伴っ
て中国に進出するわが国の企業は増加している。近
年，現地で活動をする日系企業は，昨今投資を急速に
増加させている自動車産業やその部品供給業者ばかり
でなく，IT関連産業等の製造業や，消費市場に対す
る流通・サービス業から人材派遣にいたるまで，さま
ざまな産業分野の多数の企業が中国においてビジネス
活動を活発化させている。そしてこの動きは，今後も
2008年の北京オリンピックや，2010年の上海万博な
どの巨大な国家的プロジェクトが開催され，中国の経
済成長が継続すると考えられているために，それにあ
わせて我が国企業の中国への進出が，益々増加してい
くものと考えられている。
しかし，一方で中国への我が国の企業の進出が増加
するのに伴って，昨今，多くの現地日系企業において
以前では存在しなかった，さまざまな問題に直面する
ことが多くなってきているといわれている2）。
ちなみに現在中国で活動する現地日系企業数は
4,040社，日本から派遣されている経営者や管理者，
その他のスタッフは 8,331人，企業が雇用する現地人
従業員数は 884,176人の多きに達している3）。
今後さらに多くの企業が中国に進出することになる
と，現地日系企業に派遣される日本人経営者や，管理
者の数が現在よりもさらに多くなり，また現地企業や
組織が雇用する現地人従業員の数が増大することにな
る。その結果，日本から派遣される経営者や，管理
者，その他のスタッフと現地人従業員との接触が多く
なるのは当然なことであり，必然的に両者間にさまざ
まな問題や摩擦が，現在以上に多く発生することが考
えられる4）。
さて我が国企業の海外投資は，急速な経済成長を続
けている中国ばかりでなく，近年，東南アジアやイン
ドなどにも積極的に行われており，その投資額が増加
している。この海外投資の増加に伴って 2004年末時
点で，海外に進出している企業数は 20,563社，海外
に派遣されている経営者や管理者の数は 43,480人，
海外の現地日系企業が雇用する現地人従業員数は
3,637,138人に達している5）。我が国企業の海外進出が
増加するのに伴って，進出する国や地域が拡大し，そ
れに伴って海外に派遣される経営者や管理者の数は増
加し，海外現地で雇用する現地人従業員数も増加して
いる。その結果，企業を取り巻く環境が，我が国のそ
れと大きく異なっている国や地域などを中心に，海外
日系企業において，さまざまな問題が現実に多発して
来ているといわれている。
筆者は企業が海外に進出した場合，企業は一つの社
会制度であることから，その企業の母国の政治・経
済・法律・宗教・文化・社会慣習などの環境要因，な
らびにそれらの環境要因から強く影響を受けた価値観
や，行動様式をもつ人々の仕事や企業に対する考え方
とか行動特性が，強く反映した特徴を持っているの
で，その企業の経営システムや管理方式などは，その
企業を受け入れた国での異なった政治・経済・法律・
宗教・文化・社会慣習や，それらの影響を受けて形成
されている異なった価値観や行動様式をもつ人々に，
スムーズに受け入れられるのは困難であり，また異な
った価値観や行動様式をもった人々の仕事や企業・組
織に対する考え方や行動様式は当然のことながら異な
っていると考えられるので，両者の間で問題や摩擦が
惹起するのは当然であると考えている。
すなわち，ある国の企業のシステムや，企業を運営
していくための経営方法とか，管理方法は，その国の
人々の企業や職務に関係している価値観や，行動様式
と密接に関連しているので，その企業を受け入れる国
の人々の企業や職務に対する価値観や行動様式には，
おのずから差異が存在する。従って海外現地法人の経
営管理では，それら両者の差異からさまざまなトラブ
ルや，フリクションが当然のことながら発生すると考
えている。
この考えに立って，急速に企業の国際化が進展する
今日，我が国の企業が海外投資を行い，それに伴って
海外の多くの国々に進出して，受入国で企業活動を行
った場合，そこでの経営管理，特に現地人従業員を管
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理していく際に，日本から現地に派遣された経営者や
管理者，その他のスタッフと現地で雇用された現地人
従業員との間で，さまざまな問題や摩擦が発生してい
るのではないかと考え，日本から海外に進出している
日系現地企業の経営者や管理者，それに現地人従業員
の協力を得て，それらを明らかにするために，今日ま
でさまざまな調査を実施してきた。それらの調査を実
施しながら企業が海外に進出した場合，政治・経済・
宗教・文化・社会制度や慣習などのさまざまな要因が
企業の運営に影響を与えているが，海外現地に進出し
た企業の経営管理に，もっとも大きな関係を持ち影響
を与えている事柄は，海外現地企業の現地人従業員の
コントロール（＝管理）に関する事柄であるとの考え
を，一層強くもつようになった。そこで従来主に実施
してきた，現地日系企業の経営者や管理者に対する調
査に加えて，現地日経企業に勤務する現地人従業員の
職務とか，企業・組織に対する考え方や行動様式に関
する調査を実施することによって，現地人従業員を管
理していく際に発生する問題や摩擦が，現地人従業員
の仕事や企業に対する考え方や，行動様式とどのよう
に係わり合っているのか，その関係をより明らかにし
たいと考え，日系現地企業の従業員や地場の企業で働
く人々の，職務と企業や組織に対する考え方や行動様
式に関する調査を，この度オーストラリア，タイ，中
国，韓国で実施した。またそれらと日本人の働く意識
や，企業に対する意識にはどのような差異が存在して
いるのかを比較するために，我が国においても同種の
調査を実施した。
調査の目的は，海外に進出した企業の現地法人や現
地の人々が職務とか，企業に関して通常どのような考
え方を持っているのか。特に職務とか，企業や組織・
それに職場における同僚や管理者に対する考え方や行
動特性。彼らが日常生活において所有する基本的な考
え方などに関して質問を行い，それらを明らかにする
こと。この調査で得られた結果と，わが国企業が海外
現地企業を所有し，現地人従業員を活用して，日常の
ビジネス活動を行った場合，そこにおいて発生する日
系企業の日本人経営者や管理者と，現地人従業員の両
者間に惹起する問題や，摩擦との関連性を明らかにし
ながら，人々の仕事や企業組織に対する考え方や行動
様式が，それらとどのように関連しているのかを明ら
かにすることである。
筆者はすでにオーストラリア，タイ，マレーシア，
台湾，中国などさまざまな国において，現地に進出し
ている日系企業の現地法人の経営者や管理者，それに
技術者などのスタッフの協力を得て，彼らが日常の経
営管理，特に現地人従業員を管理していくときに直面
する問題点や，摩擦の問題に関して調査を行い，それ
らに関してすでに公にしてきた。そこでこのたび実施
した海外現地人従業員や，人々の仕事や企業・組織に
対する考え方や行動様式に関する調査結果を，上に述
べた調査結果と対照させながら問題を明らかにしにし
ていきたいと考えている。
そこで小論においては，今後の研究の緒として，前
稿，前々稿など一連の論文で公にしてきた，中国にお
ける日系企業の経営者や管理者の指摘する経営管理上
の問題点と，現地人従業員達の仕事や企業・組織。さ
らに職場における上司や，同僚に対する考え方に関す
る調査結果をつき合わせて，現地中国人従業員や一部
調査に協力してもらった中国の人達の，仕事や企業・
組織に対する考え方や行動と，日本におけるそれらと
の差異と，それらのことが経営管理に影響していると
考えられる点を，明らかにしたいと考えている。それ
では以下にこのたび実施した調査と，筆者がそれら調
査結果から考察した事柄に関して述べることにした
い。
2．調査に関して
２－１ この度の調査の概要
中国に進出している（特に北京や天津地域）日系現
地企業や組織の日本人経営者や管理者が，日常の経営
管理業務を遂行したり，現地中国人管理者や一般従業
員を管理していく際に，わが国で経営管理業務を行っ
たり，部下の従業員の管理を行った場合とでは，どの
ような差異が存在しているかに関して，経営者や管理
者が体験していることや，考えている事柄などについ
ての意見。さらに現地人管理者の管理能力や仕事に対
する知識や経験などの必要とされる職務能力。そして
職務遂行の方法。彼らの職務遂行する際の同僚との協
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調性。日常の仕事に対する責任感。彼らの管理者とし
ての仕事に対する計画性や先見性。また仕事に対する
創造性。彼らの上司に対する態度や考え方。会社や組
織に対する忠誠心や，一体感に関する事柄などについ
てなどに関して，筆者は現地企業やその他の組織の経
営者や，管理者の協力を得て調査を実施し，さまざま
な質問に対して回答を寄せてもらった。
その調査では同時に，一般従業員に対しても仕事に
対する知識や経験，それに彼らの仕事の遂行方法。仕
事を遂行する際の同僚との協調性。そして彼らの仕事
に対する責任感。仕事に対する計画性や先見性。それ
に彼らの創造性。上司に対する考え方や態度。会社や
組織に対する忠誠心や，一体感などなどに関しても評
価をしてもらった。
その上で現地中国人管理者や一般従業員に対する登
用や教育・訓練に対する見解。最後に彼らが考える現
地中国人の価値観や行動様式に関しても，あらかじめ
用意した項目を，選択してもらう方法で回答を寄せて
もらい，調査に寄せられた回答結果について，「中国
における日系現地法人の経営者，管理者の経営と管理
に関する意識」と題する一連の論文において公にして
きた6）。
またその調査を実施している過程において，日本人
経営者や管理者の意見や指摘は，中国現地人が一般的
に持つ価値観や行動特性，特に仕事それに企業や組織
に対する考え方や行動特性と，どのような結節点を持
っているのかということに関心を持つようになり，現
地で知己を得た中国人や，弊大学出身者で帰国してい
る卒業生，また彼らの友人や彼らから紹介を受けた中
国の人々に面接して，このたびの調査で質問項目とし
た仕事に関する考え方や，企業に関する考え方などさ
まざまな事柄に関して質問を行い，それら回答が日本
人経営者や管理者が，上に述べた調査に回答を寄せて
くれたり，指摘してくれた事柄とそれらがどのように
結びついたり，影響を与えているかに関して考える参
考にした。
しかし，面接や聞き取りが出来た現地中国人の数が
それほど多くなかったので，このたび改めて質問項目
を整理して調査票を作成し，現地日系企業の従業員を
はじめとして，中国現地の企業で働く中国人に協力を
依頼して，中国人の仕事や企業・組織に対する考え方
や行動特性に関する調査を実施した。
小論は，このたび実施した現地中国人の仕事と，企
業や組織に対する考え方や，行動様式に関して得るこ
とが出来た調査結果を，中国に関する一連の調査結果
と関連させて，両者の関連性や影響などと関連させな
がら分析を試みたものの記述である7）。
それでは調査の目的や調査の対象やプロセス，さら
に今回の調査での調査項目と，それに対する回答結果
に関して，以下に詳しく論述を行うことにしたい。
まず最初に調査の目的であるが，上でも述べたが中
国人の職務や企業・組織に対する考え方や，行動特性
に関して質問を行い，彼らの回答からそれらを明らか
にすることである。それらのことに関する調査の結果
が得られたら，次にそれを今まで実施してきた中国現
地の日系企業や，その他の組織の経営者や管理者の調
査回答結果から得られた，彼らが指摘する中国現地人
の管理者を含めた従業員達の，職務や企業・組織に対
する考え方や行動様式の特性とを関連させながら，そ
の結びつきや影響などに関して解明と考察を行ってい
く。さらにそれらを参考にしながら，海外日系企業や
組織において，現地人従業員を管理していく場合に，
考慮すべきことや，管理対策を考える際の参考意見を
提示したいと考えている。この調査は上でも述べた
が，オーストラリア，タイ，韓国，中国それに参考の
ために日本国内などでも同時に実施しているので，そ
れら各国の調査結果を比較しながら，各々の国におけ
る特徴なども明らかにしたいと考えている8）。
小論では主に，近年一連の調査結果を公にしてき
た，中国に関する調査結果と関連させながら論述する
ことに努めた。このたびの現地人調査を実施した地域
は，下記に詳しく述べるように，北京・天津地域。上
海・広州地域と，それに一部であるが瀋陽地域の現地
中国企業で働く人々である。調査票は 300票を配布し
て回答を依頼したが，この分析を実施した時点までに
回収できた調査票は 247票であった。しかしその中に
は，記述内容で，特に回答者の属性などの質問で，複
数個所の記述がなかったものは欠損として処理をした
ために，最終的に分析が可能であった調査票は全体と
して 209票であった9）。
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調査票の内容は 20項目にわたる質問を，A）職務
（＝仕事）に関して。B）会社・組織に関して。C）職
場に関して。D）上司に関して。E）仕事と生活に関
してなどに分類して質問を実施した。
調査項目の A）職務（＝仕事）に関しては，はじめ
に，現在の仕事に満足しているか否かに関して訊ね，
満足や不満足と回答したことに対して10），その理由を
訊ね，中国人が仕事を選択する基準は何かを探ってみ
た。そしてさらに質問（3）では具体的に，現在勤務
している会社や組織を選択した理由に関して質問をし
た。質問（4）では，現在働いている会社や組織にお
ける仕事に関してどのように考えているか。また彼ら
の仕事に関する意識に関しては，質問（5）で，仕事
を遂行する上で彼らが大事と考えている事柄に関して
質問を行った。さらに質問（6）では，現在の仕事を
遂行していく上での知識や能力に対して考えているこ
とを訊ねてみた。最後に，質問（7）で，彼らの仕事
に対する責任に関して質問を行ってみた。質問（8）
では，会社や組織に関して彼らの考えを尋ねるための
下地として，自分に対する上司の評価について。また
質問（9）では，会社に対しての希望や要望に関して
も訊ねてみた。
質問 B）では，彼らの会社や組織に関する彼らの考
え方を具体的に質問をしてみた。まず，質問（10）で
は，現在の会社や組織に関して，具体的にどのように
考えているのかや，彼らの意見を尋ねてみた。このこ
とと関連させて質問（11）で，彼らが会社や組織に対
する信頼や，忠誠心をどの程度持っているのかと，質
問（12）では，その理由に関して具体的に質問を行っ
て見た。また，日本人現地企業の経営者や管理者から
の指摘や意見が多くあった，中国人従業員の転職率が
高いとの事柄と関連させて，質問（13）では，転職を
調査した時点で考えているかどうかと，その理由に関
して質問を行ってみた。
質問 C）では職場における同僚との関係について質
問を行ってみた。これは多くの日本人経営者や管理者
から，現地人従業員は仕事の上で，同僚との協力が出
来ないし，それを嫌うとの意見や指摘があったため
に，本当にその通りなのか，その事実を確認すること
にした。また，もしそうだとしたらその理由はなぜな
のかを探るために，質問（14）では，彼らは職場の同
僚と平素どのような関係を保っているか。さらに質問
（15）では，職場の同僚をどのように考えているかに
ついても質問をした。
質問 D）では，現地日本人経営者や管理者の評価が
高かった，上司に対する態度が良いことに関して，そ
の理由を探るために，質問（16）では，まず上司を人
間としてどのように考えているのかについて尋ねてみ
た。さらに質問（17）では，仕事をするうえで，上司
をどのように考えているかと尋ね，質問（18）では，
上で訊ねた質問に関連させて，彼らと上司との関係に
ついて質問を行った。また上司に対する彼らの考え方
に影響を与えると考えられる，自分に対する評価に関
しても尋ねてみた。質問（19）では，中国人が生活し
ていくうえで，彼らが重要と考えていることに関して
訊ねて，彼らの生活上の価値観や行動の特性に関して
質問をしてみた。そして質問の（20）では，最後に，
彼らが社会（＝会社や組織）で成功するためには，ど
のようなことが重要であると考えているのかについて
質問を行った。
それではこれら 20の質問項目に関して，中国人が
どのように回答したかについて，調査結果を明らかに
し，それが日本人経営者や管理者のさまざまな現地人
に関する回答や，指摘とどのような結節点や影響力
が，それらにはあるのかについて考察していくことに
したい11）。
なおこの度の調査では，各質問項目に対する回答
は，調査者があらかじめ用意した各質問の回答項目
を，多肢選択方（＝複数選択方式）によって選択して
回答をしてもらった。しかし，なるべく彼らの考えを
聞き出すために，各質問では必ずその他とする自由記
入項目を設けて，彼らの自主的な回答を記述方法によ
って収集する努力をした12）。
２－２ 調査の回答に関して
それでは最初に，この度実施した調査の母集団であ
る回答者の属性に関して，述べることから始めること
にしたい。調査票は北京・天津地域ならびに上海・広
州地域の日系現地企業に勤務する従業員と一部現地地
場企業で働く人々と，瀋陽地域の地場企業で働く人々
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83 / 40%
116 / 56%
10 / 5%
女性
男性
無回答
性別
度数 パーセント 累積パーセント
有効 無回答
男性
女性
合計
10
116
83
209
4.8
55.5
39.7
100.0
4.8
60.3
100.0
4 / 2%
10 / 5%
57 / 27%
129 / 62%
1 / 0%
8 / 4%
50代以上
40代
30代
20代
10代
無回答
年代
度数 パーセント 累積パーセント
有効 無回答
10代
20代
30代
40代
50代以上
合計
8
1
129
57
10
4
209
3.8
.5
61.7
27.3
4.8
1.9
100.0
3.8
4.3
66.6
93.3
98.1
100.0
を対象に，主に企業を通して 300票を郵送で依頼し配
布したが，このたびの調査票を分析した時点までに，
返送され回収できたのは 258票であったが，その中に
は質問項目にチェックが十分にされていないものや，
調査票が汚損されていて，判読が困難なものが若干含
まれていたので，完全に回収できたものは 247票，全
体の約75％が回収できた13）。その中からさらに性別，
年齢，職種，企業規模などの被調査者の項目が，複数
記入されていない調査票が含まれていたので，この場
合質問回答が欠落していたり，判読が困難であった調
査票と同様に，今回の調査でも欠損として取り扱っ
た。従って，最終的に分析が可能であった調査票は，
上でもすでに言及したが 209票となった。
回収できた有効調査票の内訳は，北京・天津地域が
65票。上海・広州地域が最も多くて 112票。瀋陽地
域が 32票で，合計して 209票となった。この調査母
体となった，被調査者の属性に関して以下の図表に示
した通りとなった。
はじめに，母集団の 1）性別に関しては，下記の表
で示したが，男性回答者が 116人で 55.5％。女性回答
者は 83人で 39.7％。調査票で性別だけ記載されてい
ないものが 10人で合計では 209名である。
続いて， 2）回答者の年代分布を見てみることにし
たい。回答者の年代は 10代，20代，30代，40代と 50
代以上に区分して分類した。結果は下記の表で示した
ようになっている。
年代別では20代が129名で61.7％と圧倒的に多く，
続いて 30代が 27.3％。40代が 4.8％。50代以上の人
が 4名で 1.9％。10代が 1名である。回答では複数チ
ェックしてあったものが 8名で 3.8％であった。参考
までに，性別と年代の相関関係を見てみると以下のよ
うになっている。下の表で示したように，20代の男
性回答者が 74名，そして女性が 53名，続いて 30代
の男性が 30名，女性が 25名で回答者の 89％を占め
ている。従って，この調査では 20代の男女と，30代
の男女が主な回答者となっていると言える。
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年代と性別のクロス表
性別
無回答 男性 女性 合計
年代 無回答
10代
20代
30代
40代
50代以上
合計
6
2
2
10
1
1
74
30
9
1
116
1
53
25
1
3
83
8
1
129
57
10
4
209
6 / 3%
50 / 24%
112 / 54%
7 / 3%
17 / 8%
17 / 8%
9人以下
99－10
499－100
999－500
1000以上
無回答
 
会社規模
度数 パーセント 累積パーセント
有効 無回答
1000以上
999－500
499－100
99－10
9人以下
合計
17
17
7
112
50
6
209
8.1
8.1
3.3
53.6
23.9
2.9
100.0
8.1
16.3
19.6
73.2
97.1
100.0
1 / 0%
3 / 1%
23 / 11%
26 / 12% 128 / 61%
11 / 5%
公務員
金融業
サービス業
商業 製造業
無回答
4 / 1.9%
教育関係従事者
13 / 6.2%
その他
業種
度数 パーセント 累積パーセント
無回答
製造業
商業
サービス業
金融業
公務員
教育関係従事者
その他
合計
11
128
26
23
3
1
4
13
209
5.3
61.2
12.4
11.0
1.4
.5
1.9
6.2
100.0
5.3
66.5
78.9
90.0
91.4
91.9
93.8
100.0
職務
度数 パーセント 累積パーセント
無回答
一般事務
現場作業
管理者
その他
合計
10
106
23
51
19
209
4.8
50.7
11.0
24.4
9.1
100.0
4.8
55.5
66.5
90.9
100.0
続いて， 3）回答者の勤務する会社や組織の規模に
ついて，その内訳を見てみることにしたい。下の図表
に示したように，所属する会社や組織の規模では
100―499名が 112人で 53.6％と一番多く，続いて 10―
99名が 50人で 23.9％。1，000名以上が 17人で 8.1％。
9名以下の零細小企業勤務者が 6人，2.9％であった。
さらに， 4）彼らが働いている業種（＝産業分野）
についてみてみると。製造業勤務者が 128名で全体の
61.2％と多く，商業が 26名で 12.4％。サービス業が
23名で 11.0％。金融関係が 3名で 1.4％。教育関係従
事者が 4名で 1.9％。その他が 13名で 6.2％。無回答
が 11名で 5.3％となっている。
最後に， 5）回答者の職務内容であるが，一般事務
が 106名で 50.7％と半数を占め，続いて管理者が 51
名で 24.2％。現場作業者が 23名で 11.0％。その他が
19名で 9.1％。無回答が 10名，4.8％となっている。
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19 / 9%
51 / 24%
23 / 11%
106 / 51%
10 / 5%
その他
管理者
現場作業
一般事務
無回答
9 / 4%
18 / 9%
60 / 29%
76 / 36%
36 / 17%
9 / 4%
1 / 0%
とても不満である
不満足である
普通
満足している
やや満足している
とても満足している
無回答
現在の仕事に満足していますか
度数 パーセント 累積パーセント
無回答
とても満足している
やや満足している
満足している
普通
不満足である
とても不満である
合計
1
9
36
76
60
18
9
209
.5
4.3
17.2
36.4
28.7
8.6
4.3
100.0
.5
4.8
22.0
58.4
87.1
95.7
100.0
以上が，このたび実施した中国における調査の回答
者（＝母集団）に関する属性の概略である14）。
それでは続いて，日系企業で働く現地中国人従業員
や，地場の企業で働く中国人従業員達が，職務や会
社・組織などの事柄にたいしてどのような考え方や，
行動様式をとるのかについて，調査の質問項目に寄せ
られた回答結果を礎にして，それらの事柄に関して記
述することにしたい。この場合，今まで実施してきた
現地日系企業や，組織の経営者や管理者の調査に対す
る回答や指摘。彼らに対する評価。それに彼らが認識
している一般中国人の価値観や，行動特性などと関連
させながら，分析・検討と考察を行っていくことにし
たい。
このたびの調査では，まず最初に被調査に対して，
現在の仕事に対する満足度を訊ねてみた。これは調査
母集団の考え方が満足や，不満足の一方に偏よってい
ないか確認するために，この種の調査を実施した際
に，毎回実施している事柄である。質問は単純に，
“あなたは現在の仕事に満足していますか”と訊ね，
①とても満足している。②やや満足している。③満足
している。④普通（満足とも不満とも思わない）。⑤
不満足である。⑥とても不満である。の 6段階の回答
を用意して，該当するものにマークをしてもらっ
た15）。
質問 A）仕事に関しての質問（1）“あなたは現在
の仕事に関して満足していますか”。この質問に対す
る回答は以下のようになっている。
①とても満足しているとの回答をした者が，209人
中 9人で全体の 4.3％。②やや満足していると回答し
た者が，36人で 17.2％。③満足していると回答した
者が，76人で 36.4％。④普通（満足とも不満とも思
わない）が 60人で 28.7％。⑤不満足であると回答し
た者が，18人で 8.6％。⑥とても不満であると回答し
た者が， 9人で 4.3％となっている。
回答者 209人中，満足回答である①―③に回答した
者は全体の中で 121人おり 57.9％。どちらでもないと
の回答者が 60人で 28.7％。不満足回答の⑤―⑥は 27
人で 12.9％となっており，回答者の 6割が現在の仕
事に満足している。このことからこの調査の母集団は
満足しているとの回答者比率が僅かながら多いが，大
きな偏りはないと考えられる。
次に，この満足と不満足の回答の比率を性別や，世
代，会社規模，産業分野，職種などに関して，それが
どのようになっているのかを，各要素とクロスさせて
みて，それらの関係について検討をしてみることにし
たい。
はじめに，満足度と性別の関係では以下のような結
果となっている。満足回答は男性では 74人で，満足
と回答した 121人の 61.1％。女性では 41名で 33.8％
となっている。不満足では男性，女性ともに 42人で
不満足回答全体の 87人中 48.2％である。このことか
ら男性の満足度が，女性の満足度より高くなっている
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満足と性別のクロス表
性別
無回答 男性 女性 合計
無回答
満足
不満足
合計
1
6
3
10
74
42
116
41
42
83
1
121
87
209
満足と年代のクロス表
年代
無回答 10代 20代 30代 40代 50代以上 合計
無回答
満足
不満足
合計
1
3
4
8
1
1
72
57
129
35
22
57
7
3
10
3
1
4
1
121
87
209
満足と会社規模のクロス表
会社規模
無回答 1000以上 999－500 499－100 99－10 9人以下 合計
無回答
満足
不満足
合計
1
6
10
17
10
7
17
5
2
7
73
39
112
21
29
50
6
6
1
121
87
209
満足と業種のクロス表
業種
無回答 製造業 商業 サービス業 金融業 公務員 教員 その他 合計
無回答
満足
不満足
合計
1
4
6
11
75
53
128
19
7
26
12
11
23
1
2
3
1
1
1
3
4
8
5
13
1
121
87
209
満足と職務のクロス表
職務
無回答 一般事務 現場作業 管理者 その他 合計
無回答
満足
不満足
合計
1
3
6
10
58
48
106
10
13
23
40
11
51
10
9
19
1
121
87
209
ことが理解できる。
次に，被調査者の年代と満足度のクロス分析では，
下記の表に示したように，20代で満足とする者が 72
人で 59.5％と一番多くいた。次いで 30代の者が 35
人で 28.9％となっている。不満足との回答は 20代の
者が 57人で，不満足と回答した者が 87人であるの
で，その 65.5％を占めている。ついで 30代の者が 22
人で，25.2％となっている。
会社の規模別に見てみた現在の仕事に対する満足度
では，下記の表のような結果になっている。
それでは，続いて業種と現在の仕事に対する満足度
との関係について見てみたい。下記の表に示したよう
に，仕事の満足度は製造業，商業，サービス業で満足
度とする回答と同時に，不満足とする回答も多くなっ
ている。すなわち満足回答と不満足回答の比率で，そ
れほど大きな差がないことが理解できる。
最後に，職種や職位と現在の仕事に対する満足度と
の関係をクロスさせて見てみると，以下の表のような
結果となっている。このことから，一般事務や管理者
の満足度が，現場作業員より満足度が高く，不満足は
現場作業員と一般事務が多いことが分かる。一般事務
従事者では，満足ならびに不満足とする者が約半数づ
つ存在していることになる。
以上，現在の仕事に対する満足度と，回答者の性
別，年代，会社の規模，業種それに職務や職位と満足
度の関連性について，ごく概略的ではあるが見てみ
た。この結果から今回の調査では，各属性と満足回答
に大きな偏りは存在していないと考えられる16）。
それでは，調査の本題である仕事や会社・組織など
に対する，中国の働く人々の考え方や行動の特性を，
現地中国の日本人経営者や管理者が，現地においてさ
まざまな経営や管理を遂行する際，特に現地人従業員
の管理をしていくうえで，彼らが問題となると考えて
いることや指摘した事柄と，このたびの調査結果とを
関連させながら，分析と考察を行っていくことにした
い。
a）現在の仕事に対する満足の理由
最初に，仕事に対する考え方から取り上げることに
する。このことに関しては質問（2）の現在の仕事に
満足と回答をした被調査者が，その満足としている理
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（満足理由）仕事が適している
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
107
102
209
51.2
48.8
100.0
51.2
100.0
102 / 49%
107 / 51%
回答チェックあり
回答チェックなし
（満足理由）仕事が適していると問 1－2のクロス表
度数
問 1－2
満足 不満足 合計
（満足理由）仕
事が適してい
る
回答チェックなし 45 62 107
回答チェックあり 76 26 102
合計 121 88 209
由（＝根拠）に関して，調査結果に示された数をベー
スに明らかにして行くことにしたい17）。回答は多肢選
択方法で，かつ回答者が複数の回答が出来るようにし
たため，複数の項目を選択した回答者がいた。従って
回答にチェックがされていた各項目の回答数と，回答
項目にチェックがなされた回答数を全て合計し，その
数字で各回答を除したものを，その項目の回答率とし
て示す方法を今回は取った。
さて満足と回答した者が，その理由として回答した
事柄で，一番多く選択された項目は，①仕事が適して
いるとの回答で，全被調査者 209人の中の 102人
（48.8％）がこの項目の回答を選択した。そして全回
答数の中で，この項目に対する回答の割合は，全回答
数 302からその他の回答として，その内容があいまい
な 48を減じた合計の 254で除すと，40.1％となった。
続いて回答数が多かった項目は，③職場で仲間との仕
事が楽しいと回答した者で，209人中 55人（26.3
％）。全回答数の 21.6％である。その次が⑥将来が期
待できるとした者が，209中 31人で 12.2％。④上司
が良いとした者が 30人で，11.8％。②給料が高いと
する者は 15人で，5.9％。⑤福利厚生がよいとの回答
は 21人で 12.2％となっている。その他とした者は 48
人であるがその内容は，上に述べた回答項目に分類で
きるものや，ごく少数の不満に対する記述回答であっ
た。
まず現在の仕事に対する満足の理由で，回答数が一
番多かった項目は①の仕事が適しているとの項目で，
209人中 102人の回答があった。下の表に示した通り
であるが，この項目にチェックを入れなかった回答者
数は 107人，51.2％で回答された数より僅かに多くな
っているが，両者の回答数はほぼ半々となっている。
この仕事が適していると回答した者を，質問 1の現
在仕事に満足しているかの回答で，満足していると回
答した回答者とクロスして分析してみると，仕事が適
していると回答したものは 102人中 76人で，仕事が
適しているとした者は，仕事に満足と回答した者が
75.4％の高い回答率を示していることがわかる。この
ことから中国人は現在の仕事が適していると考えるこ
とが，現在の仕事の満足となっていると考えることが
出来る。すなわち彼らは自分に適した仕事に就くこと
を考えており，またそれを希望する傾向があると考え
られる。
この調査結果と，前稿や前々稿など一連の中国現地
の日系企業や，その他の組織の日本人経営者や管理者
に対する調査結果である，現地で経営管理を行った際
に，彼らから日本で経営管理を行っている時と，異な
っていると指摘されたり，また彼らの現地中国人管理
者や一般従業員に対する，さまざまな評価と比較して
考えてみると，現地中国人の従業員が，仕事を選択す
る基準として考えている事柄には，共通する側面があ
ると考えられる。
まず日本人経営者や管理者は，管理上の差異で，現
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地従業員達は自分の仕事の範囲を明確にしていると指
摘している。また現地人管理者や一般従業員に対する
評価として，彼らは仕事に対する専門的な知識や能
力・経験を，十分に所有しているかとの質問に対し
て，管理者と一般従業員では多少の差はあるが，肯定
的な回答をしている。またこのあとの会社や組織に関
してのところで述べるが，彼らが会社や職場を選択す
る理由として質問項目（3）の回答で，能力が活かせ
るが，31.6％と最も多くなっていること。さらに質問
（6）の現在の仕事に対する質問に関しても，その回答
として知識や能力を十分持っていると回答した者が
22.0％いる。質問（20）で，会社や組織において成功
するためには何が必要であるかとの問いに対しても，
能力とする回答が 64.6％と多くなっている。関連し
た質問として，質問（4）の会社での仕事に，どのよ
うに取り組んでいるかに関しても，自分から積極的に
仕事に取り組むが，35.4％とここでの回答のトップを
占めている。また日本人経営者や管理者は，彼らは自
己の利益を最優先する考えや，行動をする傾向が強い
とも回答しているが，このことと関連させて考えられ
ることは，職場や職務遂行において，自分の評価が高
くなるように，なるべく知識や経験のある仕事を選択
する傾向があると言える。
また彼らは我流で仕事をする傾向が強いとの指摘も
あるが，自分に適した仕事をしているとの意識がある
ので，自分の考えるように仕事を遂行していくのでは
ないかと考えられる。さらに職場において自分の仕事
の範囲を明確にしていて，同僚の仕事の遂行に協力を
しないとの指摘もあるが，これは中国人は基本的に，
自分の仕事は自らの知識や能力で行うとの考えが強
く，組織的に仕事をすることが苦手であるので，仲間
や同僚と共同して仕事をすることを避けて，個人的な
動きをすると言われているが，このことは同時に，自
分に適した仕事をするとの考えを持つ彼らは，自分の
出来る仕事の範囲を理解しており，同僚もそのように
考えて仕事をしているので，同僚の仕事の範囲に入り
込まないとも考えられる18）。これらのことは仕事を選
択するとき，自分に適した仕事を選択することと，同
僚の仕事の範囲を侵さない，自分に経験がないとか慣
れていない仕事を行わないということが，基本にある
ことの現われであると考えられる。そしてまさにこの
ことが，日本人経営者や管理者が，現地人従業員達の
仕事のやり方であると考えていたり，彼らを評価をし
ていることの背景や，影響を与える要因になっている
と考えられる。中国人は一般に自分が就きたい仕事を
明確にしている側面が，強くあることを裏付けている
とも言える。
中国人の仕事に対する考え方に関しての回答とし
て，現在の仕事に満足している理由として，第 2番目
に多い回答は，下記の表で示したように，仲間と仕事
をしていくことが楽しいからとするもので，26.3％と
なっている。上でも述べたが，現地日系企業や組織の
経営者や管理者に対して実施した調査では，現地人管
理者や一般従業員たちは，職場での同僚や仲間と協働
して職務を遂行することが出来ない（34件）。また自
分の仕事の範囲を明確にしていてその範囲の仕事だけ
を行い，仲間との協働を大変嫌がるなどの回答や指摘
が多くあった。このことと仕事の満足理由として，彼
らの回答には何か結びつかないように考えられる。職
場で仲間と仕事をしていくことが楽しいとの回答の意
味は，どうも仕事を仲間と協働して遂行して行くこと
ではないようである。彼らは職場で仲間と仲良く働い
ていくことであって，同じ仕事を仲間と共同して行っ
ていくことではないと言える。
この理由として考えられるのが，後段のところで述
べる質問（4）の“会社での仕事をどのようにしてい
るか”との質問の回答として，⑥彼らは常に同僚と協
力して仕事をする（23.9％）と回答を選択しながら，
一方では②自分の仕事として決められた範囲の仕事だ
けをする（14.8％）。④与えられた仕事だけ責任を持
つ（12.9％）。少ないが同僚の仕事には協力しないな
どの回答が選択されている。この調査では明確に出て
はいないが，現地人従業員や中国人に面接して，同僚
と仕事を共同で行うことに関してどうかと，彼らの考
えについて直接質問をしてみると，仕事を共同して遂
行した場合，仲間が犯した責任でも一緒に取らなくて
はならないので，嫌であるとの回答が殆どと言えるほ
ど返ってくる。
すなわち，彼らが仕事の満足理由で選択した回答，
“仲間との仕事が楽しい”が意味するところは，仕事
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55 / 26%
154 / 74%
回答チェックあり
回答チェックなし
（満足理由）仲間との仕事が楽しい
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
154
55
209
73.7
26.3
100.0
73.7
100.0
31 / 15%
178 / 85%
回答チェックあり
回答チェックなし
（満足理由）将来性が期待できる
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
178
31
209
85.2
14.8
100.0
85.2
100.0
を共同して遂行することでなく，会社や職場で毎日，
仲の良い仲間と顔を合わせられることのようである。
この件に関しては同僚との関係について質問をしたと
ころで詳しく述べることにしたい。
仕事に満足している理由の回答には， 3番目として
“将来性が期待できる”との回答が，下記の表で示し
たように 31人で 14.8％。そしてここでの全ての回答
数で除した回答率では 12.2％であった。回答率は前
者と比較した場合，それほど多いとはいえないが満足
理由として選択されている。その理由として，近年中
国では会社の将来性を職場選択の基準として考える人
が，大学卒業者や若年者を中心に増加しているとの調
査結果がある。近年外資や民営の企業が多くなり，中
国における労働市場が大きく変化してきており，会社
の将来性は自分の将来性と関係するからであると，中
国現地の人々や企業経営者から面接の際に聞かされ
た19）。
また日本人経営者や管理者に対する面接調査を実施
した際にも，近年会社や仕事の将来性に関心を示し，
そのことに関して詳しく訊ねる者が，特に大学生や大
卒の応募者の中にいるとの説明を受けたことがある。
このことを仕事に対する質問と関連させて，現地中
国人に直接面接して訊ねてみると，中国人が会社や職
場それに仕事を選択する理由として，彼らは仕事の経
験を得ることが出来ることを，回答としてあげること
が多い。現在の会社や職場で待遇はよいとはいえない
が，仕事の経験を得るために働いているとか，仕事の
経験が得られれば，将来もっと良い仕事につくことが
出来るとの回答があった。現在の仕事の満足理由には
回答として挙げられてはいないが，質問（3）の会社
選択の理由として，仕事の経験が得られるからが 29.7
％。また質問（5）の仕事をするとき一番大事なこと
は何かの回答の中に，仕事の経験を得るが 29.2％。質
問（6）の現在の仕事に関する質問の回答で，現在仕
事を習得しているが，42.6％と高い回答率を示してい
る。
これらのことから，中国人は一般的に上昇志向が強
いので，仕事を選択する選択肢としてその仕事が自分
に適しているかどうかと同様に，将来のために仕事に
関する知識や経験を，仕事をしながら習得するという
考え方や，行動基準があるのではないかと考えられ
る。
この回答に次いで，現在の仕事に満足している理由
として，上司が良いからと回答した者が下記の表で示
したように 30人，14.4％いた。そして全体の回答数
で除した回答率でも 11.8％あった。このことは現地
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30 / 14%
179 / 86%
回答チェックあり
回答チェックなし
（満足理由）上司がよい
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
179
30
209
85.6
14.4
100.0
85.6
100.0
自分の権限の範囲以内だけ責任を持つ
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
116
93
209
55.5
44.5
100.0
55.5
100.0
企業や組織の日本人経営者や管理者が，現地人管理者
や一般従業員を評価した際に，彼らは上司に対する態
度が良いとの回答を，一般従業員では 71.2％。管理者
では 68.5％をしているが，中国人も全回答での割合
はそれほど多いとは言えないが，現在の仕事に満足し
ている理由のひとつとして選択している。このことに
関しては，彼らが上司をどのように考えているかの質
問に関して述べる際に，関連させて少し詳しく取り上
げることにしたい。
この他に，福利厚生が良いと回答をした者が 21人
で 10％，全体回答に占める率では 8.2％。そして給料
が高いからとした者が 15人で 7.2％，全体回答に占め
る率では 5.9％となっている。満足理由には，その他
としての理由や，不満足に対する理由に関して記述を
求めるため設定したが，その内容は上に述べた回答内
容に近いもであったので，ここでは取り上げないこと
にした。
b）仕事に対する考え方
それでは，本題である仕事に対する考え方について
の質問に関して，以下に論述していくが，このことに
関しては，質問（4）で“会社での仕事をどのように
しているか？”。質問（5）“仕事をしていくとき一番
大事なことは何か？”。質問（6）で“現在の自分の仕
事に関して，”質問（7）で“中国人の仕事に対する責
任意識について”などの質問を行った。その回答結果
をベースにしながら，これらのことに関して記述をす
ることにしたい。
これらの質問は，仕事に対する中国の働く人々の意
識や，中国人の仕事に対する責任感や意識について，
彼らはどのような考えや行動様式を持っているのかを
考察していくものである。調査項目の順序は前後する
が，まず最初に彼らが仕事を考えるとき，仕事に対す
る責任を，どのように考えているかを見ることが良い
のではないかと考えたので，質問項目の 7番目である
仕事の責任について，訊ねたことから論述することに
したい。この質問に関しては，以下に示した表のよう
な回答結果が得られた20）。
質問（7）の仕事の責任についての質問では，回答
の 2番目の回答選択肢である，“自分の仕事の範囲内
だけ責任を持つ”との回答が一番多くあり，そのこと
に対する回答者数は 93人で，44.5％がこのことにマ
ークをした。またこの項目に対する全回答数で除した
回答率は，37.9％となっている。このことは，日本人
経営者や管理者が，日本での経営管理を遂行したとき
との差異と回答で指摘しているが，現地中国人従業員
達は，自分の仕事の範囲を明確にしている（36件）
と符合していると考えられる。このことに関しては後
段でまとめて論ずるが，日本人経営者や管理者が，現
地人管理者や一般従業員の仕事に対する責任のとり方
の評価で，管理者では 58.9％。一般従業員に関しては
31.5％と回答しているが，そのこととある程度共通性
があると考えられる。中国人は仕事をするとき自分の
仕事の範囲を明確にして行う。仕事の専門意識が強い
とすることとも共通性があり，中国人は自分の権限が
及ぶ範囲までは，責任を持つとの意識を持つものが半
数弱ではあるが存在していると考えられる。
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93 / 44%
116 / 56%
回答チェックあり
回答チェックなし
74 / 35%
135 / 65%
回答チェックあり
回答チェックなし
 
責任は命令した上司にある
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
135
74
209
64.6
35.4
100.0
64.6
100.0
次に多くあった回答は，回答選択肢の 3で，“責任
は命令した上司にある”とするものであった。下の表
で示したように回答者数 74人，35.4％で 3分の 1強
に及ぶ回答があった。この項目の全回答数で除した回
答率では 30.2％である。これは現地の日本人経営者
や管理者から，現地人従業員達は，仕事のミスを認め
たがらない（20件）。また仕事上で事故や責任が伴う
ことが発生すると，現地人従業員達は，同僚や上司に
責任があるとの態度をとる者がいるとの指摘を，裏付
けているような事柄であると考えられる。この仕事の
責任に関しての日本人経営者や管理者の評価では，上
でもすでに述べたが，肯定する回答が管理者では 58.9
％，一般従業員に関しては 31.5％となっており，こ
の様な回答が出るのを裏付けているように考えられ
る。仕事に対する責任意識は日本のケースと比較して
高くないようである。そこには国民の責任に対する意
識とか，問題が発生したときの責任の取り方や，取ら
せ方が関係していることもあると考えられる。
上記 2つの回答と異なり， 3番目に多かったのは，
回答の 1で，自分の仕事には責任を持つが45人，21.5
％の人が選択回答している。全回答数に占める回答率
では 18.3％となっている。このことはここでの回答
で一番多かった回答“自分の仕事の範囲内だけ責任を
持つ”事と，同じ意味を持っていると考えられる。そ
こでこれら両者の回答を加えてみると，回答者数は
138人，66.0％，全体の回答率では 59.3％となる。こ
の数字から考えると，中国人は仕事の範囲を明確にし
て仕事をすることと，自分の権限の範囲内の責任は負
うとする意識を，比較的強く持っていることを示して
いることではないかといえる。このことから，現地日
系企業が現地人に職務を遂行させるとき，彼らには仕
事の範囲を明確にし，同時に権限を与え，仕事を遂行
させていく管理方法が適しているとも考えられる。こ
の件に関してはさらに詳しく研究をしてから，このこ
とをどのように実行していくのが良いのか，改めて論
述をしたいと考えている。
14
45 / 22%
164 / 78%
回答チェックあり
回答チェックなし
（仕事の責任について）自分の仕事には責任を持つ
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
164
45
209
78.5
21.5
100.0
78.5
100.0
33 / 16%
176 / 84%
回答チェックあり
回答チェックなし
仕事の責任を持ちたくない
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
176
33
209
84.2
15.8
100.0
84.2
100.0
さて仕事の責任は持ちたくないとする消極的な回答
も，回答順では 4番目に多く選択されている。この回
答選択者は 33人で，15.8％の回答率を示している。
全体の回答率で見ると 13.4％である。上で述べた責
任は命令を与えた上司にあるとの回答と，ある意味で
共通していると考えられる。ちなみに，この両者を加
えてみると 107人で 51.1％。全体の回答率では 42.1％
となる。日本人経営者や管理者が，彼らの評価をした
際に指摘していることが，ここで裏付けられているよ
うな結果となっている。自分の仕事の範囲や権限の及
ぶ範囲に関して，責任をとるとする肯定派に対して，
責任を全く否定するかのような態度をとる者が，ここ
で示すように存在している。このことに対して現地人
を管理していくとき，これらに対して日本人経営者や
管理者が採用していることは，契約時に全てのことを
明確に確認することと，明確なルールを規定してそれ
を適用することがあげられていたが，中国人従業員に
は職務の与え方を十分に考慮する事と，仕事の権限と
その責任を明確にして職務を行わせることが必要不可
欠な条件であると考えられる。
以上が仕事の責任に関しての，中国の働く人たちの
意識に関する調査結果である。このことを改めて再度
要約してみると，彼らはこのような考えをしていると
の回答を寄せているが，日本人経営者や管理者に対す
る，一連の調査回答や指摘を見てみると，中国現地日
系企業の日本人経営者や管理者は，中国人従業員達の
仕事に対する責任感に関して，彼らは仕事上のミスを
認めたがらないとか，責任問題が発生すると上司や同
僚に責任を押し付けようとすると調査で回答を寄せた
り，この事実を指摘していたりしている。このことは
管理上の問題点として 20件もの指摘があった。しか
し中国人管理者や一般従業員に対する評価では，この
自己の職務に関する責任意識についての調査結果で
は，管理者に関しては 58.9％。一般従業員に関しても
31.5％が責任を果たすと，回答率は高くは無いがやや
肯定的な回答をしている。一般従業員の仕事に対する
責任感に関しては，一方で 21.9％が否定的な回答を
している。責任に関しては仕事を行わせるとき，権限
や責任を明確にしているかとか，責任の取らせ方など
が関係していることを示しているのではないかと，考
えさせられる事柄でもある。
このたびの調査では，質問（7）で，仕事の責任に
関して訊ねてみたところ，それに対する回答では，②
の自分の権限が及ぶ範囲以内の仕事に対しては責任を
持つとした回答が一番多く，44.5％あった。次に③仕
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事の責任は命令した上司にあるとの回答が 35.4％。ま
た③自分の仕事には全責任を持つとした回答は 21.5％
あり，これと上に述べた②の回答をあわせると，現実
にはケースバイケースで分からないが，中国人は自分
の遂行した職務に関しては，責任を取るとしている回
答が多い。④の仕事の責任は持ちたくないとする回答
が 15.8％あり，これを③仕事の責任は命令した上司
にあるとの回答と合わせると，仕事の責任は取りたく
ないとする考え方も，日本人経営者や管理者の指摘す
るように，かなりの数が存在していることになる。以
上述べたことから，日本人経営者や管理者が，現地人
管理者や一般従業員の仕事に対する責任感に関して指
摘や評価していることと，中国人の仕事に対して持つ
責任意識には，少なくとも関連性があると考えられる
といえる。
それでは中国人の仕事に対する考え方や意識に関し
て，そのことを把握するために調査票の質問の順序と
は異なり，中国人の仕事に対する考えや意識を見るた
めに，彼らの仕事に対する責任感について最初に取り
上げて，上ですでに明らかにしたが，以下で彼らの仕
事に対する考え方や意識に関して，具体的に，質問
（4）で“会社での仕事をどのようにしているの
か？”。質問の（5）で“仕事をするとき，一番大事と
考えることは何か？”。質問（6）で“自分の現在の仕
事に関して”などなどの質問を行い，彼らの仕事につ
いての考えに関して回答を得ることが出来たので，そ
れらの事柄に関して以下に調査結果を示しながら，論
述していくことにする。
以下の個所で，仕事に対する質問に関しての回答結
果を明らかにしていくが，このことを論述するにあた
り，この事柄と関連させて，日本企業や海外日系現地
企業においても，経営者や管理者から重要と考えられ
ている事柄である，仕事をする上での同僚との職務の
協働遂行，協力関係に関してはどのようになっている
のか。このことに関しても同時に以下で検討して見る
ことにしたい。
現地日系企業や組織の経営者管理者達は，一連の調
査の回答で，まず一般論として，現地中国人管理者や
一般従業員達は，自分の仕事の範囲を明確にしてい
て，その範囲内の仕事しか行わない。また，同僚や仲
間と協力して職務や作業を遂行するように指示を与え
ても，彼らは職場での同僚や仲間と協働して仕事をし
ないし，また仕事をしたがらないとの回答が多くなさ
れる。管理上の問題点として 34件の指摘があった。
また，現地人管理者や一般従業員達の仕事に対する評
価でも，どちらでもないとする回答が多くあるが，中
国人は協調性があるとする回答は管理者で 27.4％。一
般従業員に関しては 19.2％と少なく，逆に協調性が
無い，共同して作業や職務を遂行できないとする否定
的な回答が管理者では 32.9％。一般従業員では 30.2％
と多くあり，この事柄を裏付けていると思われる結果
が出ている。
それではこのことに関係させながら，中国人の働く
ことに対する考え方や意識について，この意識調査で
は，どのような回答結果がでているのか，以下で詳し
く見てみることにしたい。
仕事に対する考え方や意識を明らかにするために，
この調査では最初に，質問（4）の，“会社では仕事を
どのようにしていますか”と質問をして回答を得た。
この質問での回答数が一番多くあった項目は，下記
の表で示したように，“自分から積極的に仕事をす
る”である。この回答選択肢を選択した者は 74人で
35.4％。この度の調査では質問 1の回答以外，全ての
質問項目での回答を複数選択できる（複数選択回答）
方法としたために，上でも述べてきたが，各質問に対
する割合は，各項目の全体の回答数で除して，回答数
の割合を出した。すなわち各項目の全体回答数に対す
る比率でも見てみた。その結果，この全体回答数に占
める回答比率は 25％で， 4分の 1を占めている。中
国現地日系企業や組織の経営者や管理者は，中国人従
業員は我流で仕事をすることが多いと指摘している
（25件）。彼らは会社や組織の職務遂行手続きを無視
して，自分が知っているとか，自分が慣れている方法
で仕事を行ってしまう傾向が強いので，そのことに関
して明確なルールを確立しておく必要があると，彼ら
に対する調査で回答を寄せている。また現地の従業員
や一般の人々にこのことを確認してみると，このこと
を肯定する場合が多かった。中国人は自分が慣れてい
るとか，自分がやりやすい方法で，仕事や作業をする
のが一般であるとのことである。また仕事をするには
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74 / 35%
135 / 65%
回答チェックあり
回答チェックなし
（会社での仕事をどのように考えるか）
自分から積極的に仕事をする
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
135
74
209
64.6
35.4
100.0
64.6
100.0
55 / 26%
154 / 74%
回答チェックあり
回答チェックなし
必要なら指示なくても仕事する
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
154
55
209
73.7
26.3
100.0
73.7
100.0
自分が考えだした手続きや方法が，良いと考えている
ような傾向がある。自分が考え出したことや，行って
いることを上司に認めさせて，自分への評価を高めた
いとの考えを持っていると指摘した，経営者や管理者
の調査回答もある。彼らがこのような考えを仕事に対
して持っていることが，ここでの自分から積極的に仕
事をするとの回答結果をもたらしたと考えられる。こ
の側面から考えると，中国人は積極的に仕事に取り組
んでいこうとする考えを持つ人が， 3分の 1強いると
いえる。
上で取り上げた回答と類似している考え方である，
必要なら指示がなくても仕事をする。これは仕事に対
する積極性が示されている回答であるといえる。ここ
での回答者数は 55人で 26.3％と，前者と比較して 10
ポイント弱少なくなっている。上で取り上げた回答と
この回答を加えてみると 129人，61.7％となり，全体
の回答の比率でも 42.5％とかなり高くなってくる。
このことから考えると中国人の仕事に対する意識に
は，積極的に取り組んでいくという姿勢が見られると
考えられる。日本人経営者や管理者の中にも，彼らの
仕事に対する姿勢を評価している人もいる。しかし，
中国人の仕事に対してのこれらの姿勢も，日本人経営
者や管理者が指摘する，自分の仕事の範囲とか権限が
定められている場合とか，彼らが自分の気に入った仕
事をする場合ではないのかとも考えられる。中国人は
自分の利益を最優先させる考えを持ち，そのように行
動するとの指摘が，筆者が行った調査でもなされてい
るが，自分の利益や後段で述べる家族や自分の幸せの
ためということも，この考え方に通じているのではな
いかと考えられる。それにしても中国人の仕事に対す
る考え方には，積極性がある程度見られるということ
ではないかと考えられる。
ただし，上の回答結果を考えるとき，注目しておか
なければならない回答結果が，この質問でも出されて
いることである。上で取り上げた仕事に対する考え方
に近い数字で，仕事は上司の指示に従うとする，やや
消極的な考え方とも取れる回答が，下記の表に示した
ようにある。ここでの回答者数は 57人で 27.3％であ
る。また全体の回答に占める比率では19.2％である。
これは日本人経営者や管理者が，彼らは自分の仕事の
範囲を明確にしており，その範囲内での仕事をする
（38件）。また職場での同僚や仲間と共同して職務を
遂行することに消極的である（34件）との指摘をし
ている。中国人自身も下段で述べるが，決められた範
囲内の仕事をする。与えられた仕事だけに責任を持つ
と，ここでの質問に回答をしている者がいるように，
彼らは自分の仕事の範囲内の仕事を遂行するので，会
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57 / 27%
152 / 73%
回答チェックあり
回答チェックなし
上司の指示に従う
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
152
57
209
72.7
27.3
100.0
72.7
100.0
31 / 15%
178 / 85%
回答チェックあり
回答チェックなし
決められた範囲の仕事をする
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
178
31
209
85.2
14.8
100.0
85.2
100.0
社や職場では上司がそのことを，明確に示して欲しい
と考えているのではないかと考えることが出来る。上
でもすでに言及したが，一般的に言って，中国人は常
に権限と責任に対する意識を，ある程度明確にしてい
るのではないかと考えられる。
上に述べた，仕事は上司の指示に従うとの考え方を
裏付けるように，決められた範囲の仕事をするとの回
答も，下記の表に示したようにある。ここでの回答者
数は 31人で 14.8％。全体の回答比率では 10.4％であ
ることが示されている。このことは上でもすでに言及
したが，中国人は仕事をする場合，自分の仕事の範囲
を明確にしているということである。上司との関係に
関しての質問でも，上司は仕事に指示を与える立場に
あるので，仕事の指示に従う（33％）。上司は自分の
仕事全てに影響を与えるので重要である（37.8％）と
の回答があり，彼らが仕事を遂行する上で自分の上司
の指示をある程度重要視していることが理解できる。
彼らの仕事に対する考え方の中には，ある程度決め
られた範囲の仕事をするとの傾向が見られる。中国人
従業員に対して仕事を遂行させる場合，上のこととも
考え合わせて，仕事の範囲を明確に与えていく方法
を，十分に考えておく必要があるといえる。
上に取り上げた事柄と関連すると考えられる回答
が，下記の表に示したようにある。回答者数は 27
人，12.9％で，全体の回答の中での比率では 9.1％で
ある。仕事に関して，彼らは上に述べたように，与え
られた仕事だけに責任を持って行うとの考えを持って
いる者がいるということである。すでに言及したが，
日本人経営者や管理者が筆者の実施した調査におい
て，彼らは自分の仕事の範囲を明確にしているとか，
仲間や同僚と仕事を共同するのを嫌う，また躊躇す
る。また中国人は個人的な上昇志向の考えが極めて強
く，自分のキャリア・アップにつながる仕事なら，エ
ネルギッシュに取り組むが，会社が与えた仕事がその
ことにつながっていないと考えると，熱意をもって取
り組まないといわれている。従って給与分と考えられ
る仕事をやるだけのことになる。自分の利益にならな
ければ，自分の仕事の改善などについて考えたとして
も，契約や言われただけの仕事を繰り返すといわれて
いる21）。また中国人従業員達は仕事のミスを認めたが
らない（20件）との日本人経営者や管理者の指摘が
あるが，ここでの回答は，ある意味で上に取り上げた
2つの回答と関連しており，中国人の仕事に対する考
え方の一端が示されているともいえる。
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27 / 13%
182 / 87%
回答チェックあり
回答チェックなし
与えられた仕事だけ責任持つ
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
182
27
209
87.1
12.9
100.0
87.1
100.0
50 / 24%
159 / 76%
回答チェックあり
回答チェックなし
常に同僚と協力して仕事する
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
159
50
209
76.1
23.9
100.0
76.1
100.0
7 / 3%
202 / 97%
回答チェックあり
回答チェックなし
同僚の仕事には協力しない
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
202
7
209
96.7
3.3
100.0
96.7
100.0
彼らの仕事に対する考え方の中に，常に同僚と協力
して仕事をするとの回答が，下記の表に示したよう
に，回答者数で 50人，23.9％（ 3分の 1弱）。全体の
回答中では 16.8％ある22）。
日本人経営者や管理達は，中国人従業員は仲間や同
僚と仕事を共同して行うことを嫌う，躊躇すると調査
に回答している。筆者も多くの中国人に面接してこの
事実を確認したが，おおむね肯定する回答が返ってき
た。続いて下段に示した回答，同僚との仕事には協力
しないとの回答も下記の表で示したように少ない。こ
れらのことを考え合わせると，彼らはある条件の下で
は，仲間や同僚と協力して仕事をするのではないかと
考えることが出来る。それは工場現場などで仲間や同
僚と，常に共同して仕事を行わないと出来ない作業を
している従業員がいることである。筆者も現地で工場
見学の機会を持ったが，現場によっては仲間や同僚と
の協力をしないと，作業が出来ない現場を目の当たり
にした。この場合彼らは共同して円滑に仕事を行って
いた。この度の調査に協力を依頼した日系企業でも，
現場の作業員に対して，日本と全く同じように，作業
員に対して共同作業をさせていると，工場長から説明
を受けたが，事実現場でも作業員が共同して作業を行
っていた23）。
以上，中国の働く人の仕事に対する考え方につい
て，調査の回答結果を基にして論述を行ってきた。仕
事に対する意識に関して，この調査では質問（5）
で，彼らが“仕事をするとき一番大事と考えることは
何か？”さらに続けて質問（6）でも“自分の現在の
仕事に関して”どのように考えているのかについて
も，質問を行いその回答を得たので，以下にそのこと
に関して論述したい。
それでは最初に，彼らが仕事をするとき重視してい
ることは何か。そのことを質問（5）で，仕事をする
とき一番大事なことは何ですかと質問をして，彼らの
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90 / 43%
119 / 57%
回答チェックあり
回答チェックなし
 
（仕事するとき一番大事なもの）お金（給料）
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
119
90
209
56.9
43.1
100.0
56.9
100.0
76 / 36%
133 / 64%
回答チェックあり
回答チェックなし
 
仕事のやりがい
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
133
76
209
63.6
36.4
100.0
63.6
100.0
考えていることを答えてもらったので，それらの回答
について述べることにしたい。
現在の仕事に対する満足の理由としては，回答者が
15人，7.5％と選択された要因では回答者が最も少な
かったが，仕事をするときに一番大事と考えているこ
とは，お金（給与・賃金）であった。下記に表で示し
たように回答者数は 90人で 43.1％。全体の回答数で
の比率でも 25％と 4分の 1強の人が，お金（給与・
賃金）と回答している。このことは日本人経営者や管
理者が現地中国人管理者や一般従業員達は，自分の利
益を最優先する考えや行動をする。すなわち賃金や給
与を基準に仕事や職場を選択していると指摘している
が，この事実が示されているような回答が一番多くあ
った。近年は会社の将来性や知名度，規模，社会的貢
献度などの要因を仕事や会社選択の基準とするもの
が，徐々に増加する傾向があるとする調査結果などが
公にされているが，近年中国は急速な経済成長を遂
げ，多くの国民の所得が拡大して，大都市を中心に国
民が豊かになり，その消費活動が活発化しているため
に，国民の所得増加に対する願望が急速に高まってい
るとも言われている24）。
ここでの回答は，そのような背景が影響していると
も考えられる。
続いて選択された回答が多くあった項目は，“仕事
のやりがい”で，下記の表で示したごとく回答者数が
76人で 36.4％。全体の回答数での割合は 21％であ
る。質問（2）の，現在の仕事の満足要因としても，
“仕事が適している”の回答が一番多くあり，質問
（3）の現在の会社の選択理由としても，“能力が活か
せる”。“仕事の経験が得られる”などを彼らは回答し
ている。これらのことから，彼らが仕事をするとき一
番大事なことの要因として，このことを選択している
と考えられる。日本人経営者や管理者の指摘でも，彼
らは自分の専門とする仕事に関して知識や能力を持っ
ていると評価しているが，中国人が仕事のやりがいを
感じているときは，自分の能力や経験が活かされてい
ると考えて，仕事を行っているときであると考えるこ
とが出来る。
次に，彼らが選択した回答は，仕事についての経験
や体験を得ることで，下記の表に示したように，回答
者数が 61人で，29.2％。全体の回答に占める比率で
は 16.9％となっている。このことは，次の質問（6）
で“自分の現在の仕事に関して”，どのように考えて
いるかと訊ねたことに対する回答として，“知識や能
力を習得している”との回答が一番多くあったこと
と，共通している回答であると考えられる。
上でも言及したが，中国人は会社や職場で仕事をし
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61 / 29%
148 / 71%
回答チェックあり
回答チェックなし
仕事の経験体験を得る
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
148
61
209
70.8
29.2
100.0
70.8
100.0
89 / 43%
120 / 57%
回答チェックあり
回答チェックなし
知識や能力を習得している
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
120
89
209
57.4
42.6
100.0
57.4
100.0
ながら，新しい知識や経験を習得する願望が強いとい
われている。事実彼らにこのことを質問してみると，
多くの者がこのことに同意をする。現在の会社や職場
での待遇に必ずしも満足していないが，仕事の知識や
経験を獲られるので，将来のことを考えて我慢して働
いているとか，彼らの退職理由を訊ねてみると，この
会社や職場では自分の所有する知識や，能力活かすこ
とが出来ないとか，現在以上に，自分の知識や能力を
アップできないとする者が多くいるといわれている。
この回答には，一般的に言って，中国人は何事にも
上昇志向の考えが強いと，日本人経営者や管理者が面
接調査の際に指摘してくれた人がいたが，そのことも
この回答に影響していると考えることが出来る。
その他の回答としては，良い人間関係を保つが，53
人で 25.4％。全体での比率では 14.7％25）。会社の発展
のために一生懸命働くが，52人で 24.9％。全体の比
率では 14.4％と，上の回答とほぼ同じ割合の回答と
なっている。仕事をするとき一番大事なこととして，
昇進・昇格が 28人で 13.4％，全体の比率では 7.7％
となっている。
それでは続いて，仕事に関して彼らが考えているこ
とに対する質問として，質問（6）で，自分の現在の
仕事に関して，彼らがどのように考えているのかにつ
いて，以下で述べることにしたい。
この質問 6の，自分の現在の仕事に関して，どのよ
うに考えているかの質問に対しては，まず回答数が一
番多くあったものは，“知識や能力を現在習得してい
る”で，下記の表に示したように，回答者数が 89人
で 42.6％。全体の回答の中での比率は 35.4％である。
仕事をするとき一番大事な事柄として，上の質問
（5）の回答で， 3番目に多く回答が選択されたのは，
仕事の体験を獲るであった。そこでもすでに言及した
が，中国人が仕事をするときに重要と考えていること
の一つに，自分が働く際の雇用条件を良くするため
に，彼らは現在の仕事や，現在働いている会社や職場
で知識や能力，それに経験を習得することを強く望む
ようである。このことに関しては上ですでに詳しく言
及してあるので，ここではあえて説明の繰り返しを避
けることにするが，ここでの回答は質問（5）の 3番
目に多かった回答と考え方が共通しているといえる。
中国人の仕事に対する考え方の中には，彼らは働きな
がらも絶えず，将来のことを考えて仕事に対する知識
や能力，それに経験を獲得しようとする考え方を持っ
ていることを，読み取ることが出来る。したがって，
仕事に関しての知識や能力，それに経験をアップでき
ない仕事や，職場からは転職して行くことになり，そ
のことが現在の仕事について考えるときも，常に彼ら
の頭の中にあるといえる。
彼らが現在の仕事に対して持つ考え方の回答で，自
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58 / 28%
151 / 72%
回答チェックあり
回答チェックなし
自分の将来に役立てたい
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
151
58
209
72.2
27.8
100.0
72.2
100.0
30 / 14%
179 / 86%
回答チェックあり
回答チェックなし
将来は別の仕事をしたい
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
179
30
209
85.6
14.4
100.0
85.6
100.0
分の将来に役立てたいとの答えが，下記の表で示した
ように，回答者数が 59人で 27.8％。全体の回答数の
比率では 23.1％と， 4分の 1弱の人がこのことを，
現在の仕事について考えるときに，考慮しているとの
ことである。近年中国では若者や大卒者が就職先を選
択する基準として，将来性ということがあることをす
でに言及した。仕事を自分の将来に役立てて行きたい
との考え方は，上で述べた“知識や能力を習得してい
る”との考えと共通した考えであると考えられる。自
分の利益を優先して考えると指摘される彼らの考えの
中には，目先の利益ばかりでなく，将来のことも十分
に考えていることが含まれていると思われる。これら
のことから現在に仕事も，将来のことに結び付けて考
えることになるといえる。
近年，中国は急速な経済成長を遂げている。そのた
めに産業構造や労働市場にも大きな変化が起こってい
るが，若者を中心にそのことが，彼らが仕事を考える
際に，影響を与えていることもこの調査での回答結果
に表されてきていると考えられる。
上に述べた知識や能力を習得している。自分の将来
に役立てたいなどの考え方に対して，現在の自分の仕
事に関して，別の仕事をしたいとの否定的な回答があ
る。下記の表で示したように，回答者数は 30人で，
14.4％。全体の回答数の比率では 11.8％となってい
る。日本人経営者や管理者が指摘するように，中国人
管理者や一般従業員は，頻繁に転職を繰り返す（23
件）との指摘があるように，彼らは常に自分にとって
良いと考えられる仕事を，探しているのが現実のよう
である。この将来は別の仕事をしたいとの理由はさま
ざまあるが，この次に取り上げる回答の，現在の仕事
に関して，知識や能力を十分持っているなどもその理
由として考えられる。関連させてここで取り上げる
と，彼らは現在の仕事に満足しているとの理由とし
て，仕事が適していることを最も多くあげているが，
上でも取り上げたが，彼らは同時に現在仕事をしなが
らも新しい知識の獲得や，能力アップなどのことも常
に考えている。そのように考えると，現在の仕事に対
して知識や能力を十分に持っているとしたら，別の仕
事のことを考えていると言っても不自然ではない。た
だ別の仕事を考えている理由は上でも述べたが，待遇
に関係することからいろいろなことが影響をしてい
る。このことに関しては別の機会に，彼らの転職の理
由について調査してみたいと考えている。
上に取り上げた回答よりも多いが，その関連性を考
えて，下に持ってきて論述することになったが，現在
の仕事に関して考えるとき，自分は現在の仕事に関し
ての知識や，能力を十分に持っているという回答であ
る。下記の表に示したように，回答者数は 46人で
22
46 / 22%
163 / 78%
回答チェックあり
回答チェックなし
（自分の現在の仕事に関して）知識や能力を十分持っている
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
163
46
209
78.0
22.0
100.0
78.0
100.0
22.0％。全体の回答の比率では 18.3％となっている。
中国人は日本人経営者や管理者が指摘するように，仕
事の範囲を明確にして仕事をする傾向があり，仲間や
同僚と共同して職務を遂行するのを嫌う。しかし，彼
らの仕事の知識や能力に対する評価に関しては，管理
者と一般従業員では多少評価は異なっているが，ある
程度肯定的な回答を寄せていることからも，中国人は
仕事を明確にしていると同時に，専門とする職務に関
しては一定のレベルの知識や，能力を有していると考
えているようである。そのことを裏付けることのよう
な，現在の仕事に対する考え方に，そのことが示され
ているようにも考えられる。
この他にも，現在の仕事に対する考え方では，自分
の能力が上であるとの回答が 18人，8.6％。全体の回
答の中での比率が 6.9％や，反対に現在の仕事が自分
の能力を超えているとの回答が，10人で 4.8％。全体
の比率では 3.9％の回答があった。
以上，中国で働く人たちが仕事に関してどのような
考えを持っているのかについて，日系企業で働く現地
人従業員，現地の地場の企業で働く人々や，一部一般
の人々に対して実施した調査結果を，現地日系企業や
組織の日本人経営者や管理者が，現地での経営管理を
行っていく際に，体験したとする意見や指摘や，地場
の企業経営者に面接をして得た意見などを参考にしな
がら，分析して論述をしてきた。このことによって中
国の人たちが仕事に対して持つ考えや，行動特性に対
する特徴がある程度把握出来たと考える。
さて，日本人経営者や管理者が部下である中国人管
理者や，一般従業員に職務を遂行させるとき，たびた
び述べてきたが，彼らは自分の仕事の範囲を明確にし
ていて，同僚や仲間と仕事を共同で遂行することを大
変嫌うとか，躊躇するとの指摘が多くある。この指摘
と，中国の人々の仕事に対する考え方の調査結果には
多少の齟齬がある。例えば，現在の仕事に対する満足
理由として，彼らは同僚や仲間との仕事が楽しいこと
を回答している。
そこで次に，日系企業の現地人従業員や，中国の人
たちが会社や職場の同僚に関してどのような考えや，
行動様式をとるのかに関して訊ねてみることにした。
c）職場における同僚との関係について
彼らは会社や職場における同僚や仲間との事に関し
て，どのように考えたり，行動をしているかについて
聞き出すために，次にの述べるような質問を行って，
下段で取り上げ論述するような回答を得た。以下でこ
のことに関して，調査結果をもとにしながら明らかに
していくことにする。
まず最初に，彼らの現在の仕事に対する満足度に関
した質問で，満足とした理由に関して訊ねたところ，
上でも述べたが，仲間との仕事が楽しいとする回答が
次に多くあった。この回答は，日本人経営者や管理者
が指摘する，仲間や同僚との仕事を共同して行うこと
を嫌う，躊躇するとの指摘と矛盾すると考えたので，
同僚に関する彼らの考えを C）職場に関してとの項目
を設定して，質問項目（14）で，職場の人とどのよう
な付き合いをしているか，さらに質問（15）で，職場
の同僚をどのように考えているか，質問をして訊ねて
みた。
さて，質問（14）で“職場の人とどのように付き合
っていますか”と訊ねたところ，以下の表で示すよう
な回答が返ってきた。彼らの同僚に対する考えや行動
で，一番多く回答が寄せられたのが，“同僚とは仕事
以外でも仲良く付き合っている”で，この回答者は下
記の表で示すように，209人中 97人で 46.4％と半数
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97 / 46%
112 / 54%
回答チェックあり
回答チェックなし
（職場の同僚とどのように付き合っているか）
同僚とは仕事以外でも仲良く付き合っている
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
112
97
209
53.6
46.4
100.0
53.6
100.0
に近い人が回答をしている。この質問に対する全回答
総数で除した回答率でも，42.1％と高い回答率であ
る。上で取り上げた，現在の仕事に満足しているとの
理由で，仲間との仕事が楽しいからとの回答が，仕事
が適しているからとの回答に次いで多く，26.3％と，
その他の理由より多かった。彼らが仕事に満足してい
る理由に，仲間との仕事が楽しいと回答している。そ
してここでも同僚とは仕事以外でも，仲良く付き合っ
ているとの回答が一番多く，回答の約半数に近くなっ
ている。それならば，日本人経営者や管理者が，中国
人従業員は仕事を同僚と共同ですることを大変嫌う，
とか躊躇すると指摘することとは，異なった考えを持
っているのではないかと考えられる。このことに対す
る理由がいくつかある。
まずはじめに，上でも述べたが，中国人従業員や中
国で働く多くの人々が，現在の職務の満足理由とし
て，仲間と仕事をするのが楽しいと回答しているが，
ここでの回答が意味するところは，彼らは仲間や同僚
と同じ会社や職場で働けることが楽しいとの，中国人
の考えを示しているのではないかと考えられることで
ある26）。
それは彼らが仲間や同僚と，共同で仕事をすること
も含まれていることもあるが，仲間や同僚と共同で仕
事をすること自体そのものではないと考えられる。そ
の理由として，彼らは上の質問（4）で，会社での仕
事をどのように考えるかとの回答で，常に同僚と協力
して仕事をすると回答した者が，50人で 23.9％いた
が，同時に決められた範囲内の仕事をする。与えられ
た仕事だけ責任を持つ。同僚の仕事には協力をしない
と回答している者を加えると，全体で 65人，31.3％
となり，全体的には多くなり，これに上司の指示に従
うとする者まで加えると，実に 122人，58.3％と回答
者の 6割弱に達することになる。彼らが職場での同僚
や，仲間と仕事が出来るとしていることは，仕事を共
同して遂行することが楽しい事とは，意味が異なって
いると取れる27）。
また，このことと関連して考えられることは，現地
日系企業や組織の多くの経営者や管理者が，中国人従
業員を管理していく場合，特に彼らとの信頼関係が大
事である。彼らは部下である現地人従業員と仕事をし
ていく上で大事なことは，彼らとのコミュニケーショ
ンを円滑に出来るようにすること，彼らと立場は違う
が，いつも同僚のような関係が保てるように，常に心
がけて，絶えず努力をしていると，自らの体験を多く
の人が語ってくれたからである。そして，この方法と
して彼らと常日頃から，親しく付き合いをする必要が
あることも話をしてくれた。そのために機会を見て
は，彼らとの会食の機会を多くしているとのことであ
った。また彼ら自身が同じ職場の同僚として仲良くし
ていけるように，そのような機会をなるべく会社の負
担で行っているとの事実も聞かされた。これらのこと
なども，なるべく職場で仲間や同僚として，一緒に楽
しく働いてもらうためのことを考えてのことであると
いえる。
筆者自身も中国を訪れるたびに，現地企業の経営者
の好意で，現地従業員の人たちと会食をする機会をた
びたび持ったが，その折に，いつも彼らが会社や職場
の同僚や，仲間を大事にしていることを実感すること
が出来た。中国の人たちは人脈を大事にすることが良
く知られているが，そのことからも同僚や仲間を大事
にしていることが理解できる28）。
このことと関連していると考えられる回答で，ここ
での質問回答として 2番目に多く選択されたのが，
24
助け合える仲間がいるので会社で働くことは楽しい
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
162
47
209
77.5
22.5
100.0
77.5
100.0
47 / 22%
162 / 78%
回答チェックあり
回答チェックなし
職場の人間関係は重要であると考えて付き合いをしている
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
177
32
209
84.7
15.3
100.0
84.7
100.0
“助け合える仲間がいるので会社で働くことは楽し
い”で 47人，22.5％存在している。全体の回答率で
も 20.4％である。ここで助け合える仲間がいるとす
る彼らの真意はどこにあるのか考えてみると，上でも
すでに述べたが，彼らが助け合えるとしていること
は，仕事自体のこともあるが，それ以上に仲間同士が
何かにつけて，助け合うことの意味ではないかと考え
られることである。上でも言及したが仕事は仕事であ
り，仲間同士の助け合いは，自分達の利益を守るため
の手段として，考えているのではないかと思える。
このことを裏付けることになると考えられるが，現
地日系企業の経営者や，管理者が筆者の実施した調査
の回答の中で，中国現地日系企業が社員や従業員を雇
用する場合，日本と大きく異なるところは，新規学卒
採用も少しあるが，採用は主に人材紹介会社の紹介や
新聞広告，それに従業員が仲間を紹介する方法であ
り，転退職が多い中国では，会社の採用募集を知る
と，従業員が仲間を紹介してくることが多いとのこと
であった。この方法は日系企業ばかりでなく，現地企
業が一般に行っている方法であるとのことである。筆
者も調査で訪れた日系や現地地場企業でも，このこと
に関して訊ねてみたところ，同じような回答が返され
てきた。
すなわち，雇用がこのようにして決められることに
なると，仲間の紹介で採用されているので，彼らはお
互いに助け合える仲間の関係にある。しかし，仕事に
関しては，各々が自分に与えられた仕事の範囲のこと
を，自分が責任を持って遂行していくということであ
る。以上のことがこの回答結果の背後にあると考えら
れる29）。
ここで 3番目に多く選択された回答は，“職場での
人間関係は重要であると考えて付き合いをしている”
で回答者数が 32人，15.3％が回答をしており，全体
の回答率でも 13.9％いる。ここでも彼らが職場の人
間関係を重視していることが理解できる。上でもすで
に言及したが，彼らは会社や職場での同僚や仲間を，
助け合える仲間として重視していることが分かるが，
それはお互いの人間関係を大事にするためであること
が，ここでの回答から理解できる。中国の人たちは，
学歴と人脈を重視するといわれているが，まさにこの
人間関係を重要視していることが，この回答でも示さ
れている。彼らにとって職場や会社の同僚や仲間は，
お互いが助け合える仲間として重要であるが，特に良
い人間関係を維持するために大切なのであって，仕事
に関しては，自分に与えられた範囲の仕事をすること
が，優先されるということである。
これらの回答を見ていると，中国人従業員が職場や
会社での友人関係を大事にしたり，重要視したりして
いることが覗える。
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32
177
回答チェックあり
回答チェックなし
31 / 15%
178 / 85%
回答チェックあり
回答チェックなし
会社と仕事以外は付き合わない
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
178
31
209
85.2
14.8
100.0
85.2
100.0
会社の同僚は仕事を助け合う仲間であると考える
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
104
105
209
49.8
50.2
100.0
49.8
100.0
しかし，職場や会社での同僚や仲間との関係を重要
であると考える一方で，上の項目の回答率とほぼ同じ
割合で，会社と仕事以外では，ほとんど交流をしない
との回答も 31名，14.8％，全体の回答率では 13.4％
存在している。このような回答をする人がいること
は，彼らの中には仕事は仕事と割り切って考えている
者がいることを示していることである。この回答と関
連する事柄として，同僚との付き合いは会社内で付き
合うだけでよいとする回答も，12人，5.7％と少ない
が，選択されている。
以上いろいろ取り上げてきたが，中国人従業員の同
僚に関する考え方に関しては，①仕事以外でも仲良く
付き合っている。②助け合える仲間がいるので会社で
働くことは楽しい。③職場での人間関係は重要である
と考えているなど，一部には同僚との交流に対して，
否定的な考えを示す従業員がいるようであるが，一般
的には，職場や会社での仲間や同僚に対してはその存
在を大事にしていたり，重要視していることが理解で
きる。しかし，このことは彼らが仕事を遂行する上
で，日本人経営者や管理者達が彼らに常に求めている
協働に結びつくかは，上で述べてきたいろいろな理由
から疑問があるといえる。そこで，いま少し同僚に関
する事柄に関して彼らに質問をして，ここでの結びつ
きがどのようになっているのかを確認をする必要があ
ると考えて，以下の質問をして回答を求めてみた。
仕事の協働に関連する質問として，彼らの職場や会
社の同僚との関係をどのようにとらえているのか，す
なわち職場や会社での仲間や同僚とは何か？仕事を協
働して遂行する者なのか，それとも仕事とは関係なく
交際する友達なのか。そのあたりを明確にするため
に，質問（15）で，現在の職場の同僚をどのように考
えているかと質問して，同僚との関係に関して訊ねて
みた。それに対する彼らの回答結果は下記に示すと通
りである。
ここでの回答が一番多かったのは，下記の表で示し
たごとく，“会社の同僚は仕事を助け合う仲間である
と考える”で，この選択肢を選択した人は 209人中
105人で，50.2％と半数以上おり，全回答数 281で除
した数値でも，回答率は 37.3％の人がこの選択肢を
選択している。このことだけから考えると日本人経営
者や管理者が問題点（34件）と，指摘がかなり多か
ったことと異なっているように思える。このことに関
しては，他の回答も参考にして後で詳しく分析と検討
を行うことにして，次にどのような回答が多かったの
か，見てみることにしたい。
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105 / 50%
回答チェックあり
104 / 50%
回答チェックなし
会社の同僚とは仕事以外でも付き合うべきである
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
134
75
209
64.1
35.9
100.0
64.1
100.0
75 / 36%
134 / 64%
回答チェックあり
回答チェックなし
次に多く選択された回答は，会社の同僚とは仕事以
外でも付き合うべきであるが 75人で，35.9％と 3分
の 1を超えている。ここで上のことと関係させて考え
てみると，彼らの多くは仲間や同僚を仕事でも，仕事
を離れた Off―dutyでも大事にしているように考えら
れる。このことに関しても下段において，上に述べた
ことと関連させて検討をしてみたいと考えている。中
国の人々にとって職場での同僚とは。質問（14）のと
ころでもすでに言及したが，仕事を共同して行ってい
く存在というよりも，人脈主義を大事にする考えに基
づき，人間関係を大事に保って，お互いが何かにつけ
て助け合ったり，楽しい生活を送る仲間としての存在
であるように考えられる。ここでの回答がそのことを
裏付けているのではないかと思える。仕事以外でも付
き合うべきであることは，単に仕事を助け合う存在で
はないと考えられる。そのことは次に言及する回答
の，会社の同僚は一番大切な人であるとの回答にもつ
ながっている。中国人従業員や中国で働く人々にとっ
て，職場の同僚とは，仕事の仲間以上の意味があると
考えられる。
ここでの質問に関して， 3番目に多くあった回答
は，会社の同僚は一番大切な人であると回答した人が
33人，15.8％。ここでの全回答数で除した数字は 11.7
％となっている。彼らの中には日本人と同じように，
会社の同僚を大切であると考えている人が，それほど
多くはないが存在しているといえる。しかし，その意
味するところは明らかに差異があると考えられる。ま
ず考えられることであるが，会社の同僚は一番大切な
人と言っても，日本人経営者や管理者が指摘するよう
に，彼らは転退職を頻繁に繰り返すということであ
る。同僚が一番大切というのは上でもすでに言及した
が，彼らの採用がそこに働いている知人や，友人の紹
介に大きく依存しているために，採用された後は同僚
が一番大切な人になるのではないかと考えられる。ま
さに中国人は人脈主義であって，知人や同僚を大切と
考えるのではないであろうか。ここでの考えはそれら
のことに基づくそれであって，日本のように集団主義
の考えに基づいて，仕事を共同して遂行していく考え
方とは異なっているといえる。このことに加えて彼ら
は個人的に物事を処理したり，行うことが良いことで
あると考えており，他の人と連携したり組織的に物事
を処理したり，行うことを，彼らの意識の中に持って
いないといえるのではないかといわれている30）。
次に取り上げる回答として，仲間とは仕事以外付き
合いをしないとの回答があるが，上でもすでに言及し
てきたように，日本人が考える職場の同僚の考えと，
中国人従業員や中国で働く人々が考える職場の同僚に
対する認識には，大きな差異があると考えられる。現
地日系企業の経営者や管理者が，現地人従業員は同僚
と仕事を共同して遂行することを嫌う，または躊躇す
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33 / 16%
176 / 84%
回答チェックあり
回答チェックなし
（会社の同僚をどのように考えるか）
会社の同僚は一番大切な人である
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
176
33
209
84.2
15.8
100.0
84.2
100.0
31 / 15%
178 / 85%
回答チェックあり
回答チェックなし
会社と仕事以外は付き合わない
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
178
31
209
85.2
14.8
100.0
85.2
100.0
同僚とは仕事で必要なときだけ付き合う
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
181
28
209
86.6
13.4
100.0
86.6
100.0
るとの指摘は，まさにこのことを表現していると考え
られる。従って現地人従業員を管理していく場合，こ
の考え方の差異を，十分に考慮していかなくてはなら
ないということであるといえる。
この質問では，上に取り上げた回答とは反対の回答
選択肢を選択した人もいる。会社の同僚とは仕事以外
では付き合いをしないとの回答意見が，31人で 14.8
％いる。上の会社の同僚は一番大切な人であると回答
した人と同程度いることが分かる。これは彼ら中国人
は人とのつながりを大事にするが，同時に彼らは地方
性が強い国民で，同じ地方の人との付き合いや人間関
係を重視するが，それ以外の場合には，このことは当
てはまらないといわれている31）。従って同じ職場で働
く同僚でも，同郷出身者でない場合，彼らの関係は薄
く，会社や職場だけの関係であって，それ以外での付
き合いはないことが多いようである。それと同時に，
多くの現地日系企業や組織の日本人経営者や管理者が
指摘するが，“彼らは転職を頻繁に繰り返す”といわ
れている。このことはごく一般的に言われており事実
そのようである。そのような彼らにとっては，会社の
仕事仲間以外の何者でもない存在であるし，また個人
の利益の追求を優先する考え方を持つ人間にとって，
このことは当然の回答であるといえるのかも知れな
い。
また，同僚とは仕事で必要なときだけ付き合うとす
る回答が，下記の表で示したように 29人，13.4％あ
った。この回答と上に取り上げた回答とをあわせてみ
ると，実に 30％あり，回答総数で除した比率でも 20
％を超えている。中国人は上でも述べたが，人とのつ
ながりを何よりも大切な財産であると考えている。ま
た地方性の強い国で，同じ地方の出身者を重用すると
言われている。反面，彼らは職場で働く同僚がどこの
出身であるか全て知っており，同じ地方出身者でなけ
れば，深い付き合いもしないといわれている。従って
人とのつながりには，同郷であるか否かが大きく関係
すると言われている。このように考えると同じ同郷出
身でなければ，仕事上で必要なときだけの関係に当然
なると考えられる。
28
28 / 13%
181 / 87%
回答チェックあり
回答チェックなし
以上，職場の同僚に関する彼らの考え方や，行動に
対する質問を行った結果から，彼らが職場での同僚に
対して，いかなる考えや行動様式を持っているか尋
ね，それが職場での同僚との仕事上の協働という考え
と，どのように関係しているかを探ってみた。上に取
り上げた調査結果では，中国人従業員は会社の同僚
は，仕事を助け合う仲間であると考えている回答が多
い。この回答だけからすると日本人経営者や管理者達
が指摘する，中国人従業員は自分の仕事に範囲を明確
にしており，仕事に関して同僚と共同して遂行するこ
とが出来ないし，それを嫌うとの意見や指摘とはかな
り差異があると考えられる。しかしここでの質問の回
答として，彼らが職場では助け合える仲間がいるので
楽しい。仕事以外でも同僚との付き合いをすべきであ
るとか，職場での人間関係は重要である。会社の同僚
は一番大切な人であるなどの回答が多くあり，中国人
が職場で同僚と考えているのは，仕事を離れても楽し
く付き合える友人を，意味しているのではないかと考
えられることになる。
すなわち，上でもしばしば言及してきたが，彼らが
ここで，会社や職場での助け合える仲間であり，同僚
は一番大切な人とする仲間や同僚とは，信頼関係の強
い同じ地方出身者のことを考えて，回答していると考
えられる。
会社や組織に対する彼らの考え方のところでも言及
するが，中国人は一人なら龍であるが，十人集まった
ら役立たずの烏合の衆との言葉があるが，自己主張が
強く，自分の意見に固守するので，他人と協働して何
かを行うとか，組織に属して物事を遂行することは不
得手のようである。彼らもそのことを良くわきまえて
いて，よほどの事がないと他人と組んで物事に当たら
ないようである。そのことから職場での同僚は仲間と
して大事であるが，仕事に関しては，各自が自らの力
でやっていくことに拘ると考えられる32）。
日本人現地企業や組織の経営者や管理者が，中国現
地人管理者，従業員を管理していく際の問題点として
指摘する“彼らは仕事を遂行するとき，同僚と協働す
ることが出来ないとかそれを嫌う”との意見や考え
が，中国人で仕事に従事する人々の考えと異なる事に
関しては，上に述べたようにさまざまな要因が考えら
れるが，日本人が企業や組織の中で仕事をする場合の
考え方と，中国人の従業員の考え方が，基本的に異な
っているからではないかと考えられる。すなわち日本
人は他律的な考えを強く持っているために，企業や組
織において仕事を遂行していく場合，集団で遂行する
という集団主義の考え方が優先するために，上司や同
僚，部下と職務を協働して遂行するとの考えや行動を
することになる。しかし，自立心が強く，自分の利益
を優先的に考える中国人にとって，仕事は自分に与え
られた仕事を明確にして，その範囲内の仕事を自分の
知識や能力を用いて，行っていくという考え方や行動
様式に従うことになるので，同僚や仲間と仕事をシェ
アするとか，助け合って行っていくという日本の集団
主義的な考え方は，受け入れにくいのではないかと考
えられる。このことはオーストラリアやタイにおいて
も出て来ることになるが，基本的に企業や組織，なら
びに集団で物事を行う場合に，この差異が出てくると
考えられる33）。
以前の論文でもたびたび言及したが，中国人従業員
は，他人の仕事を手伝うことによって，自分に思わぬ
責任が及ぶことを大変嫌う側面がある。また自己中心
の考え方が強いと言われるが，自分の現時点と将来の
利益は，自分の力でしか獲得できないとの考えも強い
ようである。また同僚や仲間の仕事を手伝うことは，
その仲間の能力が低いので，仕事の達成が遅れると考
えているところがあるとも思われる。それは手伝った
人間に，仕事の能力が十分にないことを告げるような
ものであったり，中国人は自分の能力によって，給料や
賃金報酬を得ていると考える人が多いので，他人と協
働して仕事をして，自分の持つ能力を相手が取得すれ
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ば，自分にとって不利となると考えているところもあ
り，仕事の協働を好まないのではないかと考えられる。
また中国人はその国民性として，組織的なWORK
が苦手であるため，個人的に物事を遂行することにな
り，日本人のように個人間や，組織間にまたがってい
る仕事が出来にくいとも言われている。このことが同
僚との仕事の協力ができない，好まない大きな理由と
なっていると考えられる34）。
これらのことを考え合わせていくと，彼らが同僚と
の仕事の協働を好まないとする考え方や，行動特性を
持っていることが理解できる。
また上に述べたことに関連させて，筆者は現地日本
人の経営者や管理者から，中国人従業員は会食の機会
を持つことが好きで，そのことが彼らとのコミュニケ
ーションや，職務遂行上大変重要であるので，常に心
がけ実行しているとの意見をたびたび聞かされたこと
があり，筆者自身も彼らとの会食の機会を，会社や組
織の人たちと持った経験たびたびあるが，そのたびに
彼らがそのような機会を利用して会食を楽しみなが
ら，職場での同僚や仲間との良い関係を，維持する努
力をしているのではないかと考えられる，必要な行為
をしているのではないかと考えたことがある。そのよ
うな時，彼らの人間的結びつきを垣間見ることがあ
る。人脈主義の中国人にとって良き友人を持つこと
は，大変重要なことであり，その機会を持つとか維持
しながら，それを保っているのではないかと考えられ
る。中国人従業員の職場での同僚に対する考え方は，
この要素が強いのではないかと考えられる。このこと
を裏付けるように，ここでの質問に関しては，仕事の
ときだけ付き合いをするとか，仕事以外では付き合い
をしない，仕事以外同僚とは付き合いを，ほとんどし
ないとの回答が寄せられていることからも，このこと
が考えられる。
すなわち中国人従業員の職場での同僚や仲間という
考え方は，仕事を協働して遂行していくために，同僚
や仲間を大切であると考えることとは異なっているよ
うである。このように考えると，日本人経営者や管理
者が考える同僚や仲間の意識と，中国人従業員が考え
る仲間や同僚意識は同じでないことが理解できる35）。
この仕事に対する考え方は，企業経営のグローバル
化が急速に進行している今日，海外日系現地法人にお
いて，現地人従業員をスタッフとして活用していく場
合，常に考えていかなければならない大きな問題点で
あると考えられる。
中国人の職場における同僚や仲間との関係について
の考えを尋ね，そのことについて論述を上で行ったの
で，次に，彼らと上司との事柄に関して，どのような
考えや行動を取るのかについて質問を行ってみた。彼
らは会社や職場における上司に関して，どのように考
えているのか，またどのように評価をしているのであ
ろうか。そのことを知るために以下のような質問を行
った36）。
d）上司に対する考え方に関して
まず最初に，上司に関して，質問（16）で，上司を
人間的にどのように評価しているのか，またどのよう
な上司が彼らにとって好ましいのか訊ねてみた。
この質問に対して彼らが一番多く選択した回答は，
上司として部下の仕事の指導や，全ての面倒を積極的
に見る人が良いが，71人で 34.0％。全体の回答数で
除した数字は 32.5％となっている。
このことは中国人従業員の 3分の 1強が，上司に仕
事の指導と，同時に部下の面倒を積極的に見る上司が
良いと考えていることになる。このことからすると，
日本の企業や組織においては，管理者は部下の仕事ば
かりでなく，全ての面で面倒を見ることが良いと考え
られているので，現地企業や組織の日本人経営者や管
理者が，評価されることになるといえる。日本人経営
者や管理者が彼らの部下である現地人従業員が，上司
である彼らに対する態度が管理者では 68.5％。一般従
業員では 71.2％が良いとの評価をしているが，この
ことを，多少とも裏付けていると考えられる。中国で
は一般的に中間管理者が部下に仕事を教えるとか，部
下の指導を日本の管理者のように行わないといわれて
いる。仕事のことで問題があれば処理をするが，それ
以外は仕事は担当者が自分の知識と，能力や経験に基
づいて行っていると言われている。仕事をしながら新
しい知識や能力を習得したいと考えている現地人従業
員は，仕事を教えるとか面倒を見てくれる管理者が良
いと考える者が，ここでの回答のようにいると考えら
30
回答チェックあり
回答チェックなし
仕事に指示だけでなくすべての面倒を積極的に見る人がよい
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
138
71
209
66.0
34.0
100.0
66.0
100.0
上司は仕事に指示を与える立場にあるので、
仕事の指示にだけ従う
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
140
69
209
67.0
33.0
100.0
67.0
100.0
69 / 33%
140 / 67%
回答チェックあり
回答チェックなし
 
（上司の人間的事柄に関してどう考えるか）
上司は人間として尊敬して、従うことが出来る
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
154
55
209
73.7
26.3
100.0
73.7
100.0
れる37）。
次に多い回答は，上の回答数とほぼ同の，上司は仕
事に関して指示を与える立場にあるので，そのことに
関してだけ従うで 69人，33.0％。回答全数で除し数
は，31.6％である。しかし，上のことと同じように，
上司は仕事に関して指示を与える立場にあるので，そ
のことだけに従うとするものが，同じく近い 3分の 1
弱いる。上の所でも言及したが，中国では一般的に言
って従業員は彼らの上司に対して，仕事に指示を与え
るだけの存在と考えているようでもある。このことを
考慮すると，上司には仕事の指示を与える人間だか
ら，仕事の指示に従っていると考えている従業員も，
現地中国の企業で働く従業員の中には 3分の 1はいる
ことになる。中間管理者に対する認識が日本とは全く
異なっているようである。この回答以降に取り上げる
回答も検討しながら，このことについて考えてみるこ
とにしたい。
次に，上司は人間として全ての面で尊敬し，従うこ
とが出来るで，55人，26.3％。全回答数で除した数字
は 25.2％となっている。この回答からすると上司を
人間として全ての面で尊敬し，従うことが出来るとす
る者が 4分の 1いることになるが，複数回答を可とし
ているので，全ての面倒を見る人が良いとの回答と，
重複していることも考えられる。この回答結果から日
本人管理者のように面倒見の良い管理者が，彼らにと
っても好ましい上司と，考えられるているのかもしれ
ない。筆者も現地でいろいろな機会を通して現地人に
尋ねてみたところ，彼らが上司に求めていることは，
仕事を良く教えてくれること，そしていろいろな面
で，彼らに配慮をしてくれる上司が良いとの答えが多
くあった。中国と日本では管理者に対する考え方が異
なっているようであるが，中国でも管理者は人間とし
て尊敬できる人を，上司に持ちたいとする考えは，根
強くあると考えられる。中国では儒教や道教などの思
想が，今日でも多くの人に受け入れられていることか
ら，中国には桃李三千と言う諺が存在するが，人間と
して尊敬できる人を上司として求める考え方が，彼ら
の心の底にあるのではないかと考えられることを，中
国人の上司と部下の関係で目の当たりにしたことがあ
る38）。
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55 / 26%
154 / 74%
回答チェックあり
回答チェックなし
33 / 16%
176 / 84%
回答チェックあり
回答チェックなし
上司とは仕事以外では付き合わない
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
176
33
209
84.2
15.8
100.0
84.2
100.0
79 / 38%
130 / 62%
回答チェックあり
回答チェックなし
上司は私の仕事すべてに影響を与えるので重要である
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
130
79
209
62.2
37.8
100.0
62.2
100.0
回答の中には，上司は仕事以外では関係ないので付
き合いをしないが，33人，15.8％。全回答数で除した
数は 10.5％あった。このことは上の上司は仕事に関
して指示を与える立場にあるので，そのことに関して
だけ従うに，関連した回答であるとも理解できる。そ
のように考えると中国人従業員達の上司に対する考え
方は，日本人経営社や管理者が，彼らは上司にする態
度が良いと指摘していることと差異がある。これには
自分の利益や将来のことを考え，転退職を頻繁に繰り
返すとされる中国人は，仕事は仕事であり，仕事以外
上司との関係は持ちたくないと考えている人間がいる
など，いろいろな事柄が関係しているので，それらに
関して詳しく検討する必要があると考える。このこと
に関しては，後段で検討することにしたい。
次に，上で取り上げた上司に関する一般的な考え方
から，仕事との関連で，上司をどのように考えている
のか，より具体的に彼らの考えを尋ねてみた。
質問（17）として，“仕事をする上で上司をどのよ
うに考えていますか”との質問をしてみたところ，以
下のような回答結果が得られた。
まず，上司は私の仕事にすべて影響を与えるので，
重要であると考える，との回答を選択した人が下記の
表に示したように 79人で，37.8％。ここでの全体の
回答選択数で除した回答率は，29.1％と 3割近くあ
り，一番多く選択されていた。中国では老板とか領導
といわれる人の立場や，権力は強大であると考えられ
てきたし，今日でもあまり変わらないと言われてい
る。そのことから中国人は，上司を仕事の全てに影響
を与えていると認識していると考えている人が，多い
ことが考えられる。ここでの回答は 3分の 1ではある
が，今でもそのように考える人が，多いことが示され
ているのではないかと考えられる。中国人の上司に対
する考え方は，日本の経営者や管理者に対する考え方
と，根本的に異なっていると考えられる。日本人経営
者や管理者が，部下である現地中国人管理者や一般従
業員の，彼らに対する態度が良いと評価することに，
このことは多少なりとも影響を与えていると考えられ
る。
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63 / 30%
146 / 70%
回答
なし
（仕事をする上で上司をどのように考えるか）
上司は私の仕事の評価をするので重要である
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
146
63
209
69.9
30.1
100.0
69.9
100.0
47 / 22%
162 / 78%
回答チェックあり
回答チェックなし
給与や昇格に関して決定権を持っているので重要である
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
162
47
209
77.5
22.5
100.0
77.5
100.0
35 / 17%
174 / 83%
回答チェックあり
回答チェックなし
上司の考え方次第で仕事や地位が決められるので重要である
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
174
35
209
83.3
16.7
100.0
83.3
100.0
上のことに続いて，彼らの回答が多くあったのは，
下記の表で示したように，“上司は私の仕事を評価す
る立場にあるので，重要である”と考えているとの回
答で，63人，30.1％。全体の回答数で除した回答率は
23.2％となっている。ここでの回答は上で取り上げた
回答の内容を，具体的に表現したものと考えられる。
自分の利益を最優先する中国人の働く人たちは，上司
は自分の仕事を評価する立場にあり，直接自分の利害
に関係する立場にあるので，彼らにとっては重要と考
えるのであると理解できる。仕事の評価はまさに彼ら
にとってまさに重要なことであることを， 3割の人が
示しているといえる。
続いて 3番目に回答が多かったものは，“上司は私
の給与や昇格に関して，決定権を持っているので重要
であると考える”とするものであった。下記の表でし
ましたように，その回答数は 47人で 22.5％。ここで
の全回答数で除した回答率は，17.3％となっている。
この回答も自己の利益を優先して考える，彼らにとっ
ては重要な事柄であると考えられる。ここでの回答
も，上で述べた回答の内容と共通した意味合いの事柄
であると考えることが出来る。
その次は“上司の考え方次第で，私の仕事や地位が
決められるので重要であると考える”との回答であ
る。回答者数は 35人で，16.7％。回答全数で除した
回答率では 12.9％となっている。上で取り上げてき
たいくつかの質問は，彼らが上司と仕事を通してどの
ような関係にあると考えているかというもので，一番
上に取り上げた回答の内容を示しているものである。
ここでも彼らの利害と関係していることを示す内容
が，示されていると言える。回答数はそれほど多いと
はいえないが，中国人の上司に対する考え方が示され
ている回答であるといえる。
さらに，上司との関係を，間接的にどのように考え
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29 / 14%
180 / 86%
回答チェックあり
回答チェックなし
私の評価を、上の人に伝えるので重要である
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
180
29
209
86.1
13.9
100.0
86.1
100.0
上司は命令を伝えるだけなので、重要ではない
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
191
18
209
91.4
8.6
100.0
91.4
100.0
18 / 9%
191 / 91%
回答チェックあり
回答チェックなし
ているかの質問“上司は私の評価を，会社の中のさら
に上の人に伝えるので重要である”との回答数は記の
表で示したように 29人で 13.9％。回答全体で除した
回答率は 10.7％と 1割強であるが，回答の中に含ま
れている。このことも上で論じてきた内容と共通性が
あるといえる。
上で取り上げてきた回答とは反対の，“上司は上か
らの命令を私たちに伝えるだけなので，たいして気を
使わない”との回答も，下記の表で示すように，18
人，8.6％。全体回答での回答率では 6.6％と少ないが
あり，ひとつ上の質問の回答で上司とは仕事以外では
付き合いをしない。またこの次の質問の回答で，“仕
事以外では上司とは付き合いをしないようにしてい
る”などの回答があるのと同じである。“必要なとき
だけ上司と付き合う関係にある”とする回答もある。
近年日本でも上司に対する考え方が成果主義の導入と
か，若者を中心に価値観の変化がみられ，ここで述べ
たように，上司に対する考え方をするものが増えてき
ているといわれているが，もともと自立心の強い中国
で，近年同ような現象が見られるようになってきたと
も考えられる。
以上の上司に関する質問の回答結果からすると，最
後の上司は命令を伝えるだけなので重要でないとして
いる，8.6％と少ない回答を除けば，中国で仕事に従
事する人たちの，上司対する考え方はおおむね，自分
の仕事や昇進や昇格など，彼らの地位に影響を与える
存在と考え，上司に対して関心を持っていることが理
解できる。すなわち中国人の上司に対する考えが，如
実に示されていると考えられる。中国人管理者や一般
従業員に関して，日本人経営者や管理者が，現地人従
業員達は，彼らの上司に対する態度は好ましいと考え
ていることの背景には，このような考えを中国人管理
者や，一般従業員が持っているので，上司に対する態
度が良いと理解されることに，影響を与えていると考
えられる。
今ひとつ，日本人経営者や管理者が，現地人管理者
や一般従業員に対する評価で，一般従業員の上司に対
する態度が良いとする回答が 71.2％。管理者では，
68.5％としていることに関することに影響していると
考えられる要素が，質問（18）で，“現在の上司との
関係に関してどのように考えるか”との質問で，上司
を人間的に尊敬しているとの回答が，87人，41.6％。
全回答数で除した回答率は 39.9％がある。しかし一
方で，仕事以外では付き合いをしない 27.9％。必要な
ときだけ付き合う関係である 26.6％もある。
すなわち，中国人の上司に対する考え方や，態度は
自分の利益に影響を与えるので，不利にならないよう
に振舞っている側面が強いと考えられる。
以上，中国人従業員や中国で働く人々の仕事に対す
る考え方と，それに関連させて彼らが会社や職場で一
緒に働く同僚や，仲間に関する考え方や行動様式につ
34
68 / 33%
141 / 67%
回答チェックあり
回答チェックなし
会社の存続について考えている
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
141
68
209
67.5
32.5
100.0
67.5
100.0
いて述べ，さらに彼らが働くとき，彼らの上司に対し
てどのように考えたり，行動をとっているのかに関し
ても，調査結果を現地日系企業や組織の日本人経営者
や管理者が，現地中国人従業員を管理していくときの
問題点や，彼ら職場でのさまざまな考えや，行動に関
する評価を参考にしながら論述してきた。
そこで次に，中国人従業員や働く人々は会社や組
織，職場に対してどのような考えを持っているのか，
どのような行動をとるのかに関して，そのことを明ら
かにしたいと考え，以下に取り上げた質問をして，回
答を得ることが出来たので，そのことに関して，現地
日系企業や組織の経営者や管理者の，調査に対する回
答や指摘を参考にしながら，述べて行くことにした
い39）。
e）会社や職場に対する考え方
中国人従業員は会社や組織に対してどのような考え
や，行動様式を持っているのかについて，以下で調査
結果から明らかにして行くが，この結果を検討する前
に，今回の調査での最初の質問で，彼らが現在の仕事
に対してどの程度満足しているのかについて，その満
足度と，その満足している理由を回答結果から見てみ
たところ，彼らが現在の仕事に満足している理由とし
て選択した項目で，回答者の数が多かったのは，会社
での現在の仕事が自分に適している，48.8％。仲間と
仕事をするのが楽しい，26.3％。将来性が期待でき
る，14.8％。上司が良い，14.4％。福利厚生が良い 10
％などであった。これらの回答は彼らが現在勤務して
いる会社や，組織を考える場合の基礎になっていると
考えられる。そこで，彼らは現在の会社や組織に対し
てどのように考えているのかを，このことを参考にし
ながら見て行くことにしたい。
会社や組織に対して彼らの考え方や，そこでいかな
る行動様式をとろうとするのかを知るために，今回の
調査では，まず質問（10）で“現在の会社についてど
のように考えていますか”と訊ねてその回答を得た。
ここでの彼らが選択した回答で一番多かった項目
は，③会社の存続について考えているで，下記の表で
示したように，回答者は 68人，32.5％。全回答数で
除した回答率では 27.4％となっている。中国人従業
員が現在の会社に対して持つ意識は，もちろん仕事が
自分に適しているから会社で働くことや，仲間と楽し
く働くことも大事であるが，まずは会社がいつまで存
続するかと言うことのようである。近年，中国では働
く人たちは目先の報酬・賃金から会社の将来性を基準
に，会社や職場を選択する傾向が強くなってきている
といわれている。このあとでも述べるが，一般的に，
国や地域を問わず人々の多くは会社の規模や知名度，
それに安定性を基準として，会社や職場を選択する傾
向があると言われている通り，中国においてもこれと
同じようなことがいえるようである。彼らの中で会社
の存続と回答しているのは，多いとは言っても 32.5％
と， 3分の 1弱ではあるが，中国でも同じことが言え
るのではないかと考えられる根拠を，示しているとい
えるのかもしれない。
またこのことは，近年，急速な経済成長の下で，中
国でも外国企業や外資との提携によって，民営企業が
多くなってきているが，そのような状況で民営企業
が，今後も安定して存続していけるのかとの懸念も，
多少あるのかとも考えられる。現在中国における社会
問題として，「貧富の格差の拡大」や「金融リスクの
拡大」，そして「高失業率」が上げられ，事実急速な
経済成長の下で，失業問題が年々深刻化していると言
われてきている40）。
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65 / 31%
144 / 69%
回答チェックあり
回答チェックなし
会社の収益についていつも考えている
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
144
65
209
68.9
31.1
100.0
68.9
100.0
会社の発展・将来についていつも考えている
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
145
64
209
69.4
30.6
100.0
69.4
100.0
このことについで回答者数が多かった項目は，②
“会社の収益に関していつも考えている”で，下記に
表で示したように，回答者は 65人，31.1％。全回答
数で除した回答率は 26.2％である。ここでの回答の
会社の収益についていつも考えているとの回答は，会
社の収益性は，会社の存立や存続とか，さらに自分に
対する報酬や，待遇それに身分保障にも影響を与える
ことなので，働く人にとっては関心が高くなるのは当
然であると考えられるが，会社のことに関心を持って
いることであり，会社の存続に対して多少は関心を示
す意識を持っているといえるので，上の回答と類似し
た意味を持っていると考えられる。
しかしこのことは，日本の企業などで社員や従業員
が，企業の構成員として，自分の会社のより発展を願
って，収益性に関心を示すのとは違いがあると考えら
れる。日本の場合には，会社の繁栄や発展に自分の繁
栄を重ね合わせて考えるが，その意識と同一ではない
と考えられる。中国の人たちが会社の収益に強く関心
を示すのは，現地日系企業の経営者や管理者が，現地
人従業員は自分の利益を最優先考えて行動すると指摘
しているが，彼らは自分の利益との関係をより強く意
識していると考えられる。この違いは明確にあるとし
ても，会社の収益性に関心を持つということは，多少
とも会社や組織に対する関心も強いと，考えられると
も言うことが出来る。
次に多い回答は，①“会社の発展や将来についてい
つも考えているで，下記の表で示したように回答者は
64人，30.6％。全回答数で除した回答率では 25.8％
となっている。回答者の 4分の 1がこのことに関心を
示している。このことは上に取り上げた収益性に関心
を持つ以上に，積極的に会社や組織に対して関心を持
っていることにつながっていると考えられる。中国人
は自分の利益を優先的に考え，自分にとって有利とな
る転職を頻繁にするといわれているが，そのような彼
らの中に，会社の発展や将来についていつも考えてい
るとの回答が，209人中 64人と 30.6％。上に取り上
げた 2つの回答に近く，約 3分の 1弱あるということ
は考えにくいとも言えるが，上でも述べた通り，近年
中国では目先の報酬や待遇よりも，自分の将来を考え
て，会社の将来性に関心を持つものが，若者や高学歴
社といわれる大卒などを中心に増加する傾向があると
いわれている。このことは近年外国や外資との合弁の
民営企業が多くなり，そこでの報酬や待遇が頻繁に会
社や職場を渡り歩く従来の考え方や，やり方に変化が
見られるようになって来ているのではないかと考えら
れる。筆者が訪問して面接調査をすることが出来た地
場の民営企業でも，近年転職率が低くなったとか，社
内昇進を望む従業員が増加しているとの説明を聞かさ
れることが多かった41）。
会社が発展していけば結果として自分の利益につな
がると，彼らが考えていることの現れではないかとも
思える。今ひとついえることは，現地地場企業の雇用
や，採用方法や形態が徐々に変化してきており，会社
が発展することにより，社会で一般的に高い評価を得
ることが出来れば，結果的に質の良い有能な社員や従
業員を獲得でき，会社の発展につながるとの考え方
が，経営者の中に芽生えてきているといわれている。
そのことを目指す雇用や待遇が，徐々に広がりつつあ
るのではないかとも考えられる。
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64 / 31%
145 / 69%
回答チェックあり
回答チェックなし
同じような会社のことを考えている
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
182
27
209
87.1
12.9
100.0
87.1
100.0
以上，上段で取り上げた 3つの回答結果の数にはほ
とんど差が無く，また回答の意味するところも会社の
将来性と存続であり，中国人従業員が会社の将来性に
関心を持っていることが，これらのことから理解でき
ると言える42）。このこと関連して考えられることは，
このたびの調査での現在の仕事に対する満足度の理由
で，彼らの中の 31人，14.8％が，将来が期待できる
からと回答しており，中国人従業員が会社や自分の将
来対して，関心が高まりつつあることを示していると
考えられる。
またこのことは，中国人はかなり多くの人が，会社
は社会に貢献すべきであるとの意識を，強く持ってい
ると言われているが，会社が将来発展していけば当然
のことながら，社会に貢献すると考えることになるの
で，ここでの回答にもそのことが多少示されていると
考えられる。本調査でも質問（11）で，会社に信頼や
忠誠心を持っているかとの質問を行い，持っていると
した場合その理由を訊ねたところ，大変良い会社であ
るなどの理由のほかに，社会に貢献しているからと回
答した人が 38人，13.9％。全体の回答の中では 16.5
％いた43）。
現地日系企業や組織の経営者や管理者の指摘では，
中国人従業員は一般的に転職や退職が頻繁である。そ
れは彼らが自分の利益を最優先していることの結果で
はないかと，以前の調査の回答ではこのことに関し
て，23件もの回答や指摘があり，面接調査の際にも
同じような指摘をたびたび聞かされたが，このたびの
調査では上でも述べたように，近年中国人の働く人々
が会社に対しての関心度が高いのは，会社の将来性や
収益，それに会社の存続であると結果が示している。
これらのことは，とりもなおさず自分の将来にも大き
く影響してくるからであるとも考えられる44）。
近年，中国では外国企業の進出が急速に増加してお
り，外資との合弁で民営企業が急速に増加しているこ
となど，急速な経済成長に伴って，経済や雇用環境が
変化していることから，中国における雇用や社内での
待遇などが徐々に変化していることも，上で述べたよ
うに変化が現れはじめ，この様な調査結果となって現
れてきたのではないかと考えられる。
会社や組織の将来関して考えていることで，彼らの
回答に多くあるのが，転職を意味するような，“同じ
ような会社のことを考えている”との回答も，上で述
べた回答事項よりは少ないが，下記の表で示したよう
に 27人，12.9％。全回答数で除した回答率では 10.8
％。また転職を考えているとの回答が24人，11.6％。
全体の回答率では 9.6％あり，これらのことを考える
と，わが国では会社の仕事のことや，会社や組織のこ
とを考えるとの回答が多く，次に会社や組織に長期に
わたって勤務するが多いと考えられるが，会社や組織
で働く中国の人の意識には常に，良い職場を求めて転
職する気持や考えがあることが理解できる。このこと
は日本人経営者や管理者が，中国人管理者や一般従業
員は，転職を頻繁に行うとする指摘と事柄の背景をな
していると考えられる。同じような会社のことを考え
ている人が 27人。転職を考えているが 24人。これら
の回答には多少のダブリがあるが，いずれも 10％前
後で，中国人が転職や退職を繰り返すということを，
多少あらわしているといえると考えられる。
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27 / 13%
182 / 87%
回答チェックあり
回答チェックなし
24 / 11%
185 / 89%
回答チェックあり
回答チェックなし
転職を考えている
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
185
24
209
88.5
11.5
100.0
88.5
100.0
転職を考えているとの回答は，下記の表で示したご
とく 24人，11.5％。全体の回答率では 9.6％ある。中
国で働いている人に，この転職を考えているかと尋ね
ると，ここでの調査結果よりもはるかに多く，今より
も報酬が良い。待遇が良くなる。希望する仕事を習得
できるなら転職をしたいとの回答がかなり多く返って
くる。このたびの調査においても，質問（12）で，彼
らに現在転職を考えているか尋ね，その理由を訊ねて
みたところ，現在は退職を考えていないとの回答が，
97人で 46.4％。全体の回答で除した回答率は 31.5％
と多いが，転職を考えている人が転職理由としてあげ
ている事柄は，②給料が安いからを選択した人が 33
人で 15.8％。回答率では 10.7％。⑦他に良い会社があ
りそうであるからが 31人で 14.8％。そして回答率 10
％。⑨ひとつの会社にいつまでも居たくないからが
28人で 13.4％，回答率では 9.1％。⑥知識や能力をも
っと伸ばしたいから 27人，12.9％で回答率 8.7％。④
職場の人間関係が良くない。⑧他の会社を紹介された
からなどの理由をあげている。
このことと関連させて，すでに上でも言及したが質
問（9）で，会社があなたの希望をかなえてくれると
したら，何を望みますかと訊ねてみたところ，昇給を
してくれることと回答した人が一番多く，209人中
118人の 56.5％。全体の回答数で除した回答率でも
36.8％でかなり多くの人がこの回答を選択している。
同じように⑥作業環境を良くしてくれることが，95
人で 45.5％，回答率では 29.6％。②昇格をしてくれる
ことが，44人で 21.1％，回答率 13.7％などがあり，
これらのことを考え合わせると，中国の働く人々の意
識の中には，転職や退職を安易にする考え方があるの
ではないかと思われる。
上で取り上げた中国人の転職意識に関しては，別の
機会に中国人の職業と転職に関する意識と調査を行っ
て，その事実を正確に把握してみたいと考えている。
それでは次に，会社や組織に対する考え方や行動に
関して，彼らがどのような考えや行動をするのか，こ
のことに対する関連質問として，彼らがどの程度，会
社や組織に対する信頼や，忠誠心を持っているのか，
この側面からも訊ねてみることにした。
このことに関しては，質問（11）“現在の会社に信
頼や忠誠心を持っていますか”と質問して，彼らが会
社や組織に関して持つ信頼感や，忠誠心とその理由な
どから彼らの会社や組織に対する意識や，態度はどの
ような特徴があるのか調べてみた。
質問に対する回答では，下記の表で示したように会
社や組織に対して，信頼や忠誠心をまあまあ持ってい
るとの回答者が 72人，34.4％。全回答数 183で除し
た回答率は 39.3％で，約 4割が多少なりとも信頼や
忠誠心を持っていることを示している。このことは自
分の利益を最優先して物事を考える。そのためにキャ
リア・アップを常に心がける。したがって転職を頻繁
に繰り返すと，一般的に言われていることからする
と，高い回答率であると考えられなくもないが，上で
取り上げた，会社や職場が安定している。知名度が高
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72 / 34%
137 / 66%
回答チェックあり
回答チェックなし
信頼や忠誠心をまあまあ持っている
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
137
72
209
65.6
34.4
100.0
65.6
100.0
53 / 25%
156 / 75%
回答チェックあり
回答チェックなし
（会社に信頼や忠誠心を持っていますか）
信頼や忠誠心を十分持っている
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
156
53
209
74.6
25.4
100.0
74.6
100.0
い。社会的貢献をしているなどと考えている者もいる
とすれば，回答のような割合で，会社や組織に対して
信頼や忠誠心を，まあまあ持っているとするとする考
えが存在していると考えられる。
次に下記の表に示したが，会社や組織に対して信頼
や忠誠心を十分持っていると回答した者が，53人，
25.4％。全回答数で除した回答率では，28.9％と 3割
弱いる。上で取り上げた回答，まあまあ持っていると
の回答と合わせると，209人中 125人で，59.8％。全
回答で除した回答率では 68.2％とかなり多くのもの
が，会社や組織に対して信頼や忠誠心を持っていると
回答している。現地日系企業や組織の経営者や管理者
が，部下である現地中国人管理者や一般従業員たち
は，自分の利益を優先させて，転職や退職を頻繁にす
るとの指摘をするが，この指摘に反して現地人従業員
も，会社に対して信頼感や，忠誠心を持っている者が
かなりいることが理解できる。
会社や組織に対する信頼や忠誠心と，転退職の多い
こととは直接結びつかないとの考えもあるが，彼らが
仕事が自分に適していて能力が発揮できているとか，
現在の仕事を通して知識や能力を伸ばすなどの，キャ
リア・アップが出来る場合などでは，会社に信頼や忠
誠心を十分に持っていると，回答することになるとも
考えられる。ここではその持続性なども考える必要が
あるのかもしれない。でも一般的に言って，会社や組
織に対して信頼感や，忠誠心を持っている場合には，
会社や組織に対する愛着を持っていると考えられるの
で，両者にはある程度の相関関係があると筆者は考え
る。これらの関係に関しても別の機会に詳しく調査を
実施して，明らかにしたいと考えている。海外に進出
している日系現地法人の経営者や管理者，その他のス
タッフからは，現地人従業員には会社に対する忠誠心
や一体感がないとか，低いとの指摘が多くなされる。
この要因となっている事はいろいろであるが，転退職
率が高いことが，その原因としてあげられる事が多い
ようである。
会社や組織に対する信頼感や忠誠心に関しては，下
記の表で示したように“どちらともいえない”との回
答が，36人，17.2％。全体の回答から見た回答率では
19.1％と，信頼や忠誠心を持っている。まあまあ持っ
ているとの回答についで回答が多く見られた。自分の
都合で転職を繰り返すとの事実があることを考える
と，このように考える人もでてくると思える。
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36 / 17%
173 / 83%
回答チェックあり
回答チェックなし
どちらともいえない
度数 パーセント 累積パーセント
173
36
209
82.8
17.2
100.0
82.8
100.0
忠誠心をもっていない
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
187
22
209
89.5
10.5
100.0
89.5
100.0
22 / 11%
187 / 89%
回答チェックあり
回答チェックなし
 
（信頼・忠誠心を持つ理由は何か）
大変良い会社・組織と考えるから
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
160
49
209
76.6
23.4
100.0
76.6
100.0
ここでの回答の中には，会社や組織に対して忠誠心
を持っていないと回答した者が，22人で 10.5％。全
体の回答では 12.0％となっている。今回の調査にお
いても，中国人に生活するうえで大事なことは何かを
訊ねたところ，家族の幸せや家族との生活とか自分の
幸せ。友達との交友関係などに多くの回答が寄せられ
たが，会社の仕事が重要であるとする回答は， 2％に
も満たないという結果が出ている。このことと一緒に
考え合わせると，忠誠心を持っていないとの回答がこ
のように示されても納得できるが，上に取り上げた回
答とは結びつきにくいとも考えられる。一般論とし
て，個人的利益を優先的に考え行動するとされている
中国人は，組織や集団に所属するとか，帰属する傾向
が低いといわれている。このことから考えると，むし
ろここでの回答は低いといえるかもしれない。
それでは次に，彼らがなぜ会社や組織に対して信頼
感や忠誠心を持つのか，その理由に関して，質問
（12）で，“会社や組織に信頼や忠誠心を持つ理由は何
ですか”と，質問してその回答を得た。以下にそのこ
とに関して述べることにしたい。
回答者数が多くあった項目は，下記の表で示すよう
に，①大変良い会社・組織と考えるからで49人，23.4
％。全体の回答数 230で除した回答率では 21.3％と
なっている。大変良い会社・組織であるからとはいろ
いろな意味に解すことができるが，質問の 2で自分が
仕事に満足している理由としている，仕事が自分に適
しているとか，仲間と仕事をするのが楽しい。将来性
が期待できる。上司が良いなどの条件が満たされてい
る会社や，組織ではないかと考えられる。彼らは少な
くとも上に述べた条件が満たされていた場合，会社や
組織に対して信頼感を持っている。また忠誠心を持つ
動機になると考えられる。
40
49 / 23%
160 / 77%
回答
なし
44 / 21%
165 / 79%
回答チェックあり
回答チェックなし
上司や同僚が良いから
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
165
44
209
78.9
21.1
100.0
78.9
100.0
39 / 19%
170 / 81%
回答チェックあり
回答チェックなし
有名な企業であるから
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
170
39
209
81.3
18.7
100.0
81.3
100.0
次に回答が多く寄せられた項目は，“上司や同僚が
良い”で，下記の表で示したように，44人，21.1％。
全体の回答数で除した回答率では 19.1％である。上
で取り上げた良い会社・組織のところでも言及した
が，彼らにとって上司や同僚がよいことが，会社や組
織に信頼や，忠誠心を抱かせる大きな理由となってい
るようである。自己の利益を最優先し，個人主義の考
えが強い彼らは，会社や組織に所属したり帰属するこ
とを潔としないが，上司や同僚が良いと考えたとき，
会社や組織を信頼したり忠誠心を持つことになると当
然考えられるといえる。
次に，このことの理由として回答されたものは，有
名な企業であるからで，39人，18.7％。回答率では
16.9％である。中国人が会社を選択する理由として，
英語を使用して仕事をする欧米系企業，次に地場中国
の有名な企業，そしてそれが満たされない場合，日系
企業へ就職するとの基準があると，中国の現地日系企
業の経営者や，管理者に対する調査を行った時点でよ
く聞かされたが，中国人にとって信頼や忠誠心を持つ
ことが出来るのは，有名で将来性がある企業や，組織
ということになると当然考えられる。有名な企業であ
れば，その会社に勤務していることや，そこに所属し
ていることを，周囲の人に誇ることが出来るからであ
る。
彼らが信頼と忠誠心を持つことが出来る企業として
あげた理由では，社会に貢献していることで，38
人，18.2％。全体の回答で除した回答率では 16.5％で
ある。中国人は企業が社会的貢献を果たすことである
と考えていることが多く，上で取り上げた有名企業は
一般的に社会的貢献をして，マスコミなどを活用して
そのことを社会に常にアピールしている企業でもあ
る45）。そのような企業なら彼らは信頼と忠誠心を持つ
ことが出来ると考えられる。
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38 / 18%
171 / 82%
回答チェックあり
回答チェックなし
社会に貢献しているから
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
171
38
209
81.8
18.2
100.0
81.8
100.0
大きな会社であるから
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
174
35
209
83.3
16.7
100.0
83.3
100.0
35 / 17%
174 / 83%
回答チェックあり
回答チェックなし
25 / 12%
184 / 88%
回答チェックあり
回答チェックなし
長く勤務してきたから
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
184
25
209
88.0
12.0
100.0
88.0
100.0
次に選択された項目は大きな会社であるからで，下
記の表で示したように 35人，16.7％。全回答数 320
で除した回答率は 15.2％である。中国人従業員ばか
りでなく，一般的に言って大きな会社であることは，
会社にとって余程のことがない限り，その会社を信頼
することが出来る。また大きな会社，すなわち大規模
企業の場合，待遇なども小規模企業と比較した場合良
いことが考えられるし，将来性を考えても信頼できる
といえる。またそのような企業なら忠誠心を持つこと
も出来ると考える。ちなみにこのたびの調査に協力を
得られた企業から 1,000人以上の企業規模の従業員に
限定して，この回答項目との関係をクロスしてみてみ
ると回答率は 30.7％となり約 3分の 1弱が回答をし
ている。このことと規模と関係に関しては，改めて調
査対象を一定の企業に限定して実施する必要があると
考えるが，一般的に言って会社の規模が大きければ，
零細・小規模企業の従業員よりも，会社に信頼とか忠
誠心を持ちやすいといえるのではないかと考えられる
ので，ここでの理由と言えるのかもしれない。
次に，その会社や組織に長く勤務してきたからとの
回答が，下記の表に示したように，25人で 12.0％あ
る。全体の回答数で除した回答率は 10.8％となって
いる。この度の調査では勤続年数に関して調査を実施
していないので，この項目と勤続年数との関係を検討
することは出来ない。また，会社や組織に長期に勤務
してきたことと，会社に信頼感や忠誠心を持つことの
間に，正の相関関係があるかどうかは定かではない
が，長期に勤務していると，会社を信頼するとか，忠
誠心を持つ者も，ここでの調査結果に示された割合で
存在しているのではないかと考えられる。
中国現地日系企業や組織の経営者や管理者に，現地
で経営管理を遂行した際に直面する事柄や，現地人従
業員を管理していく時の問題点や摩擦，現地人管理者
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124 / 59%
回答チェックあり
85 / 41%
回答チェックなし
家族の幸せ、家族との生活
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
85
124
209
40.7
59.3
100.0
40.7
100.0
や一般従業員の仕事や，会社・組織に対する考え方や
態度の評価などに関して，質問を行いそれらの回答を
得たが，その際に調査の参考にするために，彼らが日
常生活などを通して考える，現地中国人の価値観や行
動様式に関して考えたり，感じていることに関して
も，回答を寄せてもらった46）。
今回の調査でも，中国人から直接に，彼らが日常生
活をしていく上で，大事なことであると考えている事
柄と，社会で成功するためにはないが必要であるかに
関して質問を行い，彼らの日常の価値観，それに会社
において重要と考える事柄を示してもらった。そのこ
とに関して明らかにしながら，それらが中国人が仕事
や会社に対して持つ考え方や，行動特性とどのように
結びついているのかに関しても明らかにしていきた
い。以下にそのことに関して論述していきたい。
f）生活をする上で大切と考えること
日本の企業で働く人々に，生活をするうえで大事な
ことは何かを質問すると，その大半は自分が現在従事
している仕事とか，現在勤務している会社での仕事で
あるとの回答が返ってくると考えられる47）。
まず最初に，彼らの回答で多かった事柄は，家族の
幸せ，家族との生活で 209人中 124人，実に 59.3％。
全回答数 509で除した回答率でも，24.3％と 4人に 1
人がこのことを選択している。中国人が家族の幸せ
や，家族との生活を大事にしていることが理解でき
る。日系現地企業で働く現地人従業員が，もっとも嫌
がることは残業であるといわれ，退職理由として，ま
た日系企業に勤務することを躊躇する理由のひとつ
が，残業であるといわれている。家族との生活を重視
する彼らにとっては当然なことと言えるかもしれな
い。彼らの生活基盤は家族の幸せと，家族との生活で
あり，この考えを中心に仕事や会社・職場のことを考
えているといえる。中国人が生活をする上で大事なこ
とと考えている事柄は，家族の幸せや家族の生活であ
るとは，筆者が中国を度々訪れたり，中国に滞在した
機会に，中国人の知人や，その友人，また紹介を受け
た人にこの事柄に関して直接に訊ねてみると，多くの
人たちが家族の幸せや，家族との生活を大事にしてい
るとの回答を，当然のことのように返してくる。現実
にも，さまざまな理由が考えられるが，勤務時間が終
わると彼らは帰宅を急いでいることがわかる。またこ
のことは休日や週末にレストランに行くと，老人や子
供をつれた家族が会食を楽しんでいる姿を常に見か
け，中国人が家族を大事にしていることが理解でき
た。また家族の団結が強くお互いを大事にしている姿
を，彼らの家庭に招かれた折にいつも見ることが出来
た。中国人が生活をする上で家族の幸せや，家族との
生活をこのように大事に考えているとすると，仕事を
優先して残業も当然とするような，日系企業の勤務体
制を，見直していかなくてはならないと考えられる。
事実，日系企業の経営者や管理者の中には，時差の問
題もあるが，現地人従業員の勤務体制を，現地のやり
方にあわせて方法を考えていかないと，会社にとって
大事な人材を失ってしまうと指摘している人もいた。
このことは中国現地日系企業にとってのひとつの課題
であるといえるのかもしれない。
上に述べたこととも関連している事柄であると考え
られるが，中国人は自分の幸せを大事に考える国民で
あるということである。多くの日本人経営者や管理者
達が，現地人従業員に関して自己の利益を優先した考
え方や，行動をすると指摘しているが，彼らは自分の
幸せを，生活する上で大事なことであると考えて行動
しているようである。下記の表でも示したが，このこ
とに関しては 51人，24.4％と 4分の 1の人が回答し
ている。全体の回答率でも 10％の人が，このことを
選択している。この自分の幸せを大事にしているの
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51 / 24%
158 / 76%
回答チェ ックあり
回答チェックなし
（生活する上で大事と考えることは何ですか）自分の幸せ
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
158
51
209
75.6
24.4
100.0
75.6
100.0
60 / 29%
149 / 71%
回答チェックあり
回答チェックなし
友達との付き合い（交友関係）
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
149
60
209
71.3
28.7
100.0
71.3
100.0
将来を考えて技術や知識を習得する
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
147
62
209
70.3
29.7
100.0
70.3
100.0
は，日本以外の国において，現地人従業員が回答とし
てあげることが多い。多くの日本人が会社の仕事と
か，現在の自分の仕事であると回答するが，このこと
は以下で言及するが，この調査でも会社の仕事を選択
した人はきわめて少数である。ここでの自分の幸せの
回答は，上の家族の幸せや，家族との生活と同じベク
トル上にあるものと考えられる。会社は自分の幸せを
確保するひとつの手段であることが理解できる。
仕事の満足に対する理由や，同僚との関係，上司と
の関係などこの調査の質問回答として，中国の人々が
交友関係，すなわち友達や仲間，上司との関係が良い
ことをさまざまな機会に挙げているが，彼らは仕事上
ばかりでなく，日常生活でも友達との付き合いを大事
にしていることが理解できる。現地日系企業の日本人
経営者や管理者も，このことから彼らとのコミュニケ
ーションや人間関係を円滑にするために，定期的に会
食の機会を設定しているとの回答が多くあったが，筆
者もそのような機会に，参加させてもらう機会をしば
しばえることが出来た。その時に彼らは仲間との交流
を本当に大事にしていることを，強く感じることが出
来た。彼らは出来るだけ良い交友関係を保つ機会を，
意識的に作っているのではないかとも思えた。知人に
このことを確認したところ，そのことは大事なのでな
るべく機会を作って，仕事上の会合でもそれを交友関
係を，大事にする機会にもしているとのことであっ
た。現地人従業員を管理していく際に，このことを理
解しておくことは大事なことであると言える。
中国人は現在勤務している会社や職場においても，
仕事の知識や経験を習得するように努めていること
を，この調査の回答でも現在に仕事に対する満足理由
でも，仕事の経験を得られるから（29.7％）や，仕事
をするとき一番大事なことの回答でも，仕事の体験を
得る（29.2％）。現在の自分の仕事に関してでも，知
識や技術を現在習得している（42.6％），などなどの
回答が比較的多く見られるが，この将来を考えて技術
や知識を習得することが，生活をする上で重要である
と現実的な回答を，下記の表で示すようにしている。
回答者は 62人で 29.7％， 4分の 1強。全体の回答率
でも 12.1％となっている。上昇志向の強い中国人は
自分の将来と自分の利益のことを考え，社会で成功す
るためにも，能力や努力を上げているように，現実的
な考えをしている人が多いことはこの回答結果からも
理解できる。
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62 / 30%
147 / 70%
回答チェックあり
回答チェックなし
将来の生活を考えて勉強する
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
177
32
209
84.7
15.3
100.0
84.7
100.0
32 / 15%
177 / 85%
回答チェックあり
回答チェックなし
33 / 16%
176 / 84%
回答チェックあり
回答チェックなし
将来のためにお金を蓄える
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
176
33
209
84.2
15.8
100.0
84.2
100.0
ここでの質問で将来の生活を考えて勉強をすること
は，回答を下記の表で示したように 32人，15.3％。
全体の回答の比率では 6.2％ある。この事柄は上で取
り上げた項目と類似しており，中国人が将来を考え
て，そのことのために備えることを意味している。す
でに言及したように，近年中国では若者を中心に，会
社や職場を選択する基準として，会社や仕事の将来性
を考えているといわれている。中国人は上昇志向が強
く，学歴や教育に高い関心を示すといわれているが，
社会で成功するための要件として学歴を挙げており，
絶えず勉強をして上を目指す考えを持つ人が多いとい
われている。現地日系企業に経営者や管理者も現地人
従業員はセミナーや講習会に参加したいとの考えを大
変強く持っていると，指摘する人々がいる。
またこのことは，現在の職場や仕事から常に，新し
い知識や経験を習得する気持ちが強いこともすでに言
及したが，このこととも同じベクトルにあるといえ
る。
将来に備えてお金をためると回答した者は，下記の
表で示したように，33人で 15.8％。全回答の中での
回答率では 6.9％である。中国人は一般的に言って，
将来独立を志向する傾向が強い国民であると言われて
いる。たとえ小規模であっても，独立して老板になる
夢を多くの人が抱いている。将来独立して自分の能力
を活用したいとの夢を持つ若者が多いといわれてい
る。中国人は一人なら龍との諺の通り，独立して自ら
の力を発揮してみたいと，多くの若者が考えている。
そのことがここに回答として出されていると考えられ
る。
中国人が友人を職場でも，日常の生活でも大事にし
ていることは，この調査の質問の回答で多く示されて
きた。下記の表に示したようにここでの回答者は 23
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23 / 11%
186 / 89%
回答チェックあり
回答チェックなし
将来のために友達を大事にする
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
186
23
209
89.0
11.0
100.0
89.0
100.0
10 / 5%
199 / 95%
回答チェックあり
回答チェックなし
会社の仕事が重要である
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
199
10
209
95.2
4.8
100.0
95.2
100.0
現在の生活を最大限楽しむ
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
164
45
209
78.5
21.5
100.0
78.5
100.0
人，11.0％。全体での回答率では 4.5％となってい
る。彼らが友達を大事にする考えは，すでにいろいろ
なところで言及してきたので，ここではあえて言及し
ないが，彼ら中国人は人脈を重要視する傾向があり，
友達を大事にするとの考えが強いと言える。
生活をしていくために，大事であると考える事柄
で，会社での仕事を回答として選択した者は，下記の
表に示したごとく 209人中，10人で 4.8％と家族や自
分の幸せや，友人との交友関係。将来を考えて技術や
知識を修得する。現在の生活を楽しむなどの回答に比
較して極端に少ない回答数である。このことは日本人
経営者や管理者が指摘するように，彼らは自分の仕事
の範囲を明確にしている。自分の専門とする職務に関
しては知識や，能力を持っていると評価する一方で，
自分の利益が最優先であり，そのために転職や退職が
頻繁であるなどのことが示しているのかもしれない
が，会社や職場での仕事は重要ではないと考えている
ようである。このことは現地法人で現地人従業員を雇
用して，業務を遂行させていく場合，彼らは現在必要
とする仕事のために，必要とする期間だけ活用してい
るとの考えを持って，使用していかなくてはならない
ことかもしれないと考えられる。
日本企業が人材育成を重視して，従業員の教育・訓
練に関して，今後どのようにしていくかを考えること
で重要なこととして，考慮していかなくてはならない
のかもしれないと，このことから考えられると思え
る。
上に述べてきた回答のほかに，中国人が生活をする
上で重要と考えていることの中に，現在の生活を最大
限楽しむという回答が，下記の表で示したように回答
者数 45人，21.5％。全体の回答では 8.8％ある。この
ように考えているものが 5人に 1人の割でいることに
なる。毎日を最大限楽しむとの考え方は，いろいろな
意味があり，具体的にどのようなことをさしているの
か明確でない。別の機会に公にするタイなどで多く見
られるが，中国でもこの傾向が見られる。このことに
関しては次回の調査において，その内容を具体的に明
らかに出来るようにしたいと考えている。
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45 / 22%
164 / 78%
回答チェックあり
回答チェックなし
37 / 18%
172 / 82%
回答チェックあり
回答チェックなし
将来のことはわからないので考えない
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
172
37
209
82.3
17.7
100.0
82.3
100.0
12 / 6%
197 / 94%
回答チェックあり
回答チェックなし
住んでいる所の事柄、交友関係
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
197
12
209
94.3
5.7
100.0
94.3
100.0
ここでの回答は，上で取り上げたことの内容に関係
しているのかとも考えられる。下記の表で示したよう
に，回答者数は 37人，17.7％。全体の回答率では 7.2
％である。タイ国や東南アジアの人々が特に強く持つ
といわれている，仏教観に根ざした南方享楽的思想と
同じ考えをもつ人々が，中国でも存在しているとこと
を意味していると考えられる。
住んでいるところの事柄や交友関係が大切との回答
が 12人，5.7％。全体の回答率では 2.3％となってい
る。職場での友人関係を重視する彼らにとって，コミ
ュニティーにおける交友関係はかなり低いと考えられ
る。このことから考えると中国人は，居住地域での交
友関係をあまり重視していないと考えられる。
以上，中国人が社会生活を送る上で重要と考えてい
る事柄に関して，調査結果を基礎にして明らかにして
きた。このことから中国人の社会に対する考え方や，
生活上重要と考えている事柄に関して，多少なりとも
明らかに出来たと考える。このことが中国人の仕事
や，会社などに対してどのように影響しているのか
を，次に取り上げる中国社会で成功するために，その
ようなことが重要であると彼らが考えているのかとあ
わせて，分析と考察を行ってみることにしたいと思う。
g）社会で成功するために大切なこと
それでは次に，中国で働く人々の仕事に対する考え
方や，会社に対する考え方や行動特性に関して知る方
法のひとつとして，この度の調査では最後の項目とし
て，彼らが中国社会で成功するためにはどのような事
が重要あると考えているのか訊ねてみた。これは一般
的に言って，われわれ人間は誰でも人に認められたい
との願望を持っている。その願望を満たすことが出来
る一つの手段が，周囲の人たちが自分に注目をしてく
れたり，自分を認めてくることである。特に自分が働
いている会社や組織などで自分の能力や業績を認めて
もらえることであると考えたので，質問（20）で，あ
なたが社会で成功するためには何が重要であると考え
ますかと質問をして，以下に取り上げる回答を得た。
まず最初に，彼らが選択した回答は，能力である。
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能力
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
74
135
209
35.4
64.6
100.0
35.4
100.0
74 / 35%
135 / 65%
回答チェックあり
回答チェックなし
努力
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
130
79
209
62.2
37.8
100.0
62.2
100.0
被調査者 209人中 135人，全体の 64.5％と約 3分の
2の人達が能力が重要であると答えている。中国人は
職業や職場を選択する場合，一般的にまず自分が所有
する知識や能力，仕事に対する経験を基準にし決定し
ていると言われている。従って彼らは自分がどのよう
な仕事に就くことが出来るかの知識や能力，それに経
験を持っているか自分なりに判断基準を持っている。
また彼らは仕事をしながら，仕事に対する知識や技
能をさらにアップしたり，経験を豊富にしてよりよい
職場や地位を獲得する努力を常にしていると言われて
いる。この調査でも，自分の現在の仕事に関する質問
に，知識や能力を現在習得中の回答が 42.6％もあ
る48）。雇用する側も仕事に対する知識や能力に基づい
て，採用や待遇を決定しているのが一般的であるとい
われている。また彼らに直接面接して尋ねると，現在
の雇用条件は満足ではないが，仕事に関する知識や経
験を獲得しているので，我慢して働いている。しか
し，知識や経験が得られた後は，自分の希望する条件
を満たしてくれる会社や職場に転職すると口にする者
がいる。さらに転職の理由に現在の会社や職場では，
知識や能力を伸ばすことが出来ないからとするケース
がある。このように中国人の多くは，常に能力の向上
を心がけていることが理解できる。
このことは近年欧米や日系の企業が進出したり，彼
らとの合弁で民営企業が急速に増加していることが，
この傾向を強めていると考えられる。中国人従業員は
自分の利益を最優先に考え，そのための行動をする
と，日系現地企業や組織の経営者や管理者が，筆者が
実施した調査に回答をしており，彼らは自分の職務範
囲を明確にして仕事をする。また自分の専門とする職
務に関してはある程度の能力があるとの回答を寄せて
いる。これらのことから中国人が働くとき，彼らが社
会で認められるためには能力が重要であるとすること
は理解できると考える。
次に，この能力と関連するが，努力をすることとす
る回答が，下記の表に示したように 79人，37％あ
る。全体回答数 677に占める回答率では 11.6％とな
っている。上のところでも言及したが，社会的な成功
を認められるためには，能力，そのためには努力をす
る必要があることを彼らが考えていることが，このこ
とから理解できる。彼らは近年，会社や職場，仕事を
選択する基準として，会社の将来性を重視するとの調
査結果があるが，まさに努力をして将来の仕事や地位
を獲得することが必要であることを，一部の人間が理
解して来ているということかもしれない49）。現地日系
企業や組織の経営者や管理者も，筆者の実施した調査
の，彼らが考える中国人の価値観や行動特性として，
自己中心的（69.9％）。現実的（65.8％）。自己利益中
心的（41.1％）などを指摘している。中国人は上昇志
向意識が比較的強い国民であるとも言われている。そ
のことは彼らが海外に飛躍して中華街を基盤としなが
ら，同族を中心に刻苦勉励して財を成し，その国の経
済活動を活発化させるために行動したり，社会的地位
を獲得している姿を見れば，努力することが彼らにと
って成功の鍵であり，社会で成功するために大事なこ
とであることが示されていると考えられる。
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79 / 38%
130 / 62%
回答チェックあり
回答チェックなし
人柄
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
132
77
209
63.2
36.8
100.0
63.2
100.0
77 / 37%
132 / 63%
回答チェックあり
回答チェックなし
81 / 39%
回答チェックあり
128 / 61%
回答チェックなし
（会社で成功するには何が重要ですか）お金
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
128
81
209
61.2
38.8
100.0
61.2
100.0
また彼らの回答の中には，下記の表で示したごと
く，人柄と回答した者が 77人，36.8％。全体の回答
における比率では 11.3％がある。この調査でも仕事
に対する満足の理由として，仲間との仕事が楽しい
（26.3％）とか，職場の同僚との関係に対する質問で
も，同僚とは仕事以外でも仲よく付き合っている
（46.4％）。この上で述べた生活をする上で一番大事と
考えることでも，家族や自分の幸せなどと同じよう
に，彼らは友達との交友関係を上げている（28.7
％）。そのほかにも上司との関係で，仕事だけでなく
全ての面で面倒を積極的に見る人が良い（34％）。上
司は人間的に尊敬できる（26.3％）などなど，社会生
活で中国人が，人柄や人間性を重視していることが理
解できる。仲間や友人など周囲の人間に配慮できる，
人柄の良いことが彼らにとって重要であるといえると
思える。社会でも職場においても人間関係を重視して
いるので，彼らにとっては人柄が能力や努力と同じよ
うに，社会で成功するための重要な要素となっている
ようである。このことは人脈を活用することを大事に
している事柄にも関連しているように考えられる。
中国人が社会や会社などで重要と考える要素とし
て，下記に示すように，お金（＝給料）との回答をし
た人が 81人，38.8％。全体の回答率では 11.9％であ
る。この事柄と関連するが，質問の（5）で，仕事を
するとき一番大事なものは何かの回答として，お金
（＝給料）と回答した人が 43.1％，全体回答の 25％あ
った。近年はこのお金と考える風潮は徐々に後退して
いると言われてきているが，やはり先立つものとなる
と，ここでの回答が示すような結果が出てくると考え
られる。現地日系企業や組織の経営者や管理者に面接
した際に，彼らの多くが現地人従業員の転職が頻繁で
あることを指摘するが，その折に彼らの下で働く従業
員が転職の理由としてあげることは，給与や賃金のこ
とで，彼らは他の企業で働く従業員の給与や賃金に関
する情報を，経営者や管理者以上に詳しく知っている
と説明してくれた。このことからも中国人は，金銭感
覚に敏感であることが理解できる。
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55 / 26%
154 / 74%
回答チェックあり
回答チェックなし
学歴
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
154
55
209
73.7
26.3
100.0
73.7
100.0
50 / 24%
159 / 76%
回答チェックあり
回答チェックなし
地位
度数 パーセント 累積パーセント
なし
回答
合計
159
50
209
76.1
23.9
100.0
76.1
100.0
中国人が自分の希望することや，利益獲得を実現さ
せるために重要であると考えていることは何か。それ
は一般的に人脈と学歴であると言われている。筆者も
多くの中国人に，彼らが考える重要なことは何かに関
して面接して訊ねてみたが，人脈をあげるものが多か
った。中国人は人脈主義で，目的達成や利益獲得，そ
れに地位を得るために人脈は必要不可欠な要素とし
て，彼らが重要視していることは良く知られているこ
とである。いわゆる物事の成就や出世にとって，人脈
に勝るものはないと考えられているようである。しか
し，この人脈を彼らがつかむためには，学歴が重要で
あることになる。中国人が教育や学歴を重視すること
は古来から存在する考え方である。したがって中国人
は教育のために親ばかりでなく兄弟，親戚までが一丸
となって協力をするといわれている。それは一人が出
世して偉くなれば一族全てが幸せになれる。また一人
が偉くなれば犬や鶏までが天に昇るとの諺があること
からも，このことが重要であることが理解できる。下
記の表に示したように，ここでの回答は 55人，26.3
％と 4分の 1強となっている。全体の回答での割合も
8.1％となっている。この学歴の考えは上に述べた，
能力や努力と同じベクトルにあると考えることが出来
る。したがって中国では仕事をしながら夜間の教育機
関に通う若者の数が，かなり多いといわれている50）。
社会で成功したと考えられる基準として，洋の東西
を問わず，社会的に認められる一定の地位に就くこと
であるといえる。この調査の回答でも，下記の表に示
したごとく 50人，23.9％。全体の回答率では 7.3％と
なっている。上で取り上げてきた事柄からすると必ず
しも多いとはいえないが， 4分の 1強が地位の重要性
を認めている。この調査の母集団が企業や組織で働く
一般従業員であるために，回答率はそれほど多くはな
いが，調査対象者が管理者とか大学卒の人々であった
ら，結果は異なっていたかもしれないと思われる。中
国では物事をスムーズに運ぼうとしたら，地位のある
人に依頼することが良いとの話を，中国滞在中よく耳
にしたし，事実中国の人々が地位のある人を重視し
て，物事を行っていたと思われることがあった。事
実，この調査での上司に関する質問の回答に，上司が
自分にとって重要であるとする理由がいくつも挙げら
れており，中国人従業員達が地位に対して，関心と注
意を払っていることが理解できる。中国人の意識調査
に関しては，今後，より多くの階層の人々を対象とし
た調査を実施したいと，現在準備をしており，結果を
明らかにしたいと考えている。上で言及したことやこ
こでの回答者の 4分の 1が社会的に認知される要因と
して，地位を挙げていることから考えると，中国人の
意識の中にこのことがあると思われる。
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人間関係
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
167
42
209
79.9
20.1
100.0
79.9
100.0
42 / 20%
167 / 80%
回答チェックあり
回答チェックなし
54 / 26%
155 / 74%
回答チェックあり
回答チェックなし
幸運
度数 パーセント 累積パーセント
回答チェックなし
回答チェックあり
合計
155
54
209
74.2
25.8
100.0
74.2
100.0
上でも言及したが，この調査において現在の仕事の
満足度と関連させて，その理由を訊ねたところ，職場
で仲間と仕事をするのが楽しい（26.3％）が，仕事が
適している（48.8％）に次いで， 2番目に多い回答と
して挙げられた。職場の同僚に関しての質問でも，同
僚とは仕事以外でも仲良く付き合いをしている（46.4
％）。助け合える仲間がいるので会社で働くことは楽
しい（22.5％）。職場での人間関係は重要であると考
えている（15.3％）。そのほかに会社に信頼感を持つ
理由として，上司や同僚が良いから（21.1％）。会社
の同僚とは仕事を助け合う仲間である（50.2％）。同
僚とは仕事以外でも付き合うべきである（35.9％）な
どなどがある。
現地日本人経営者や管理者は，現地人従業員は職務
遂行の際協働や，協力が出来ないと指摘をするし，そ
のことは現地人従業員に訊ねても肯定する回答が多
い。しかし一方で，彼らが職場や会社での友人や仲間
との関係を大事にしていることも，上に述べたことか
ら事実であると考えられる。中国人は人脈主義である
とのこともすでに上で言及したが，中国人は人間関
係，特に自分にとって身近な人や，同郷の人を大事に
し，その協力関係は大変強いと言うことは，よく知ら
れたことである。ここでは 42人，20.1％。回答率で
は 6.2％であるが，彼らが社会で成功する要因とし
て， 5人に 1人がその意識を持っていることを示して
いる。中国で現地人従業員を管理していく際に，仲間
や友人関係が大事であることに注目する必要があると
考えられる。
中国人が社会で成功するために重要であると考える
ことを，調査の回答結果から明らかにしてきたが，上
に取り上げてきた要因のほかに，彼らは幸運，運がよ
いことも挙げている。下記の表で示したように，幸運
と回答した者は 54人，25.8％と 4分の 1強。全体の
回答率では 7.9％で，学歴の次に多い回答となってい
る。中国人は能力や努力，それにお金や人柄が社会的
成功の要因として考えていることが多いが，めぐり合
わせとか運と考える人もいるようである。これは一般
従業員の家庭環境とか出身地が，彼らの現在の状態を
反映しているからではないかと考えられるからであ
る。すなわち，どのような家庭や環境に生まれたか
が，中国では人生を左右していることが多いと，考え
ているからであるかもしれない。
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家族のサポートが，社会的に成功するために重要で
あると考える人が，下記の表で示したように 47人，
22.5％。全体の回答数で除した回答率では 6.9％であ
る。中国人が自分の希望することや，利益獲得を実現
させるために重要であると考えていることは，人脈と
学歴であると言われている。この人脈と学歴に関し
て，筆者も多くの中国人に面接して訊ねてみたが，人
脈そして学歴を同じようにあげることが多かった。中
国人にとって目的達成や利益獲得，それに地位を得る
ための手段として，人脈は必要不可欠な要素である
と，上でもすでに言及したが，この人脈，すなわち地
位の高い人との接触をする方法として，一般の人が出
来ることは，彼らは学歴が高いことが多いので，彼ら
同様に高い学歴が重要であることになる。中国人が教
育や学歴を重視することは周知の事実である。したが
って中国人は教育のために親ばかりでなく兄弟，親戚
など協力できるものはそろって協力をするといわれて
いる。上でも述べたが，それは一人が出世して偉くな
れば一族全てが幸せになれる。また一人が偉くなれ
ば，犬や鶏までが天に昇るとの諺があることからも，
彼らは家族の協力，サポートが重要であることを理解
している。下記の表に示したように，ここでの回答は
55人，26.3％と 4分の 1強である。全体の回答での
割合も 8.1％となっている。この家族のサポートが社
会で成功するために，重要であるとする彼らの考え方
は，上に述べた，高学歴を獲得するために重要な用件
であり，社会的成功を獲得するために，能力や努力と
同じベクトルにあると考えられる。このことは多数の
中国人が世界各国へ，毎年留学する数字を見ても理解
できる。親や家族のサポートを受けられないものは，
仕事をしながら夜間の教育機関に通う努力をしてい
る51）。
3．むすび
筆者は，海外に進出している日系企業の現地法人の
経営者や管理者，その他のスタッフと現地人管理者や
従業員の協力を得て，海外現地日系企業の経営者や管
理者，その他のスタッフが，現地で経営管理を行って
いく場合，どのようなことが日本でそれを行っていく
時と異なっているのか。彼らの部下である現地人管理
者や，一般従業員を日々管理していく場合に，どのよ
うな問題や摩擦が彼らとの間に発生してくるのか。そ
れらの問題や摩擦が発生した場合，それらにどのよう
に対応しているのか。またそれを防止するためにどの
ような考えを持ったり，それらに対する対策を講じて
いるのかに関して，長年オーストラリア，タイ，マレ
ーシア，台湾，中国などの国々において調査を実施し
て，調査結果を明らかにしてきた。
このたび，それらの問題や摩擦が発生するメカニズ
ムを解明する一つの方法として，海外現地日系法人で
働く現地人管理者や従業員，それにその国の人々の仕
事や会社・職場に対する考え方や，行動の特性がこれ
ら問題や摩擦とどのような係わり合いを持っていた
り，影響を与えているかに関して明らかにしたい考
え，中国，オーストラリア，タイ，韓国などの国々
で，従業員の意識調査を実施している。
小論はとくに，筆者が中国に進出した日系企業の現
地企業や，その他の組織の経営者や管理者の協力を得
て，彼らが現地で経営管理を行っている場合，日本で
それを行ったときとどのような面が異なっているの
か。また彼らが現地人管理者や一般従業員を管理して
いくとき，どのような問題や摩擦に直面しているの
か。さらに問題や摩擦に直面した場合，それに対して
どのような対策や，方法で対応する努力をしているの
かなどに関して，調査を実施している一連の調査の一
部である。上に述べた調査結果に関してはすでに公に
してきたが，このたびは日本人経営者や管理者が直面
する問題や，彼らとの摩擦の背景には，政治，経済を
はじめとして文化や宗教，社会制度，社会的慣習，両
国民の価値観や行動様式の差異，さらにはそれらが関
係する仕事や，会社や組織に対する価値観や，行動特
性の両者間の差異などが影響を与えていると考え，日
本人経営者や管理者が，中国人管理者や一般従業員
を，どのように理解し把握しているかなどに関して
は，質問や面接調査をすでに実行したので，このたび
は現地中国人が仕事や，会社などに関してどのような
考え方をしたり，行動をするのかについて，直接彼ら
に質問をして，日本人経営者や管理者の考えなどとど
のような差異があるのか，それらの差異が上に述べた
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問題や，摩擦とどのようにかかわったり，影響を与え
ているのかに関して明らかにする努力をした。
小論は，日系企業で働く現地中国人従業員ならび
に，一部中国地場企業で働く中国人の協力を得て，彼
らが仕事や会社に対して持つ価値観や，行動特性に関
して明らかにするために，調査を実施して，その結果
から上に述べたことを分析，考察した論述である。
この結果，中国人の仕事や会社に対する考え方，そ
れに彼らが生活する上で一般的に持つ価値観，行動様
式に関してその特徴を把握できたと考えている。しか
し中国は 14億と言う人口を抱えており，また北京や
北部，上海，香港，広州，それに内陸部の農村地域な
どがあり，地域的にも人種的にも大きな違いがあり，
中国は一括りにして論ずることが不可能な国である。
またこのような調査を実施しても，中国に関してどれ
だけのことが解明できるか定かではない。しかし，中
国でビジネス活動をする多数のわが国の企業があった
り，ビジネス活動ばかりでなく同じアジアの国とし
て，中国とに深いかかわりを持っている。そのために
今後ますます中国に関して，文化や社会その他さまざ
ま事柄を研究して，理解をしていかなくてはならない
と考える。特に中国の人々の考え方や行動様式の特徴
を解明しながら，理解をしていくことは重要である。
上でも触れたが，多数の日本企業が今日中国に進出し
て，現地人従業員を活用して，企業活動を活発に行っ
ている。今後は中国に企業が，わが国に進出してきて
同じようにビジネス活動を活発に行うことは確実であ
る。これらのことから考えてお互いに，両国について
お互いに理解を深めていかなくてはならないと考え
る。上でも言及したように，このような調査によって
お互いの国のこと，特に国民の考えや行動様式の特徴
がどの程度解明できるか分からない。
しかし，このような調査を重ねて実施しながら，断
片的にでも事実や知識を増やしていかなければ，いつ
になってもお互いのことは理解できない。この調査は
今後もいろいろな調査が実施され，断片的でも事実が
徐々に解明されていくと考えられるが，その一部とな
ると考えている。このような調査の積み重ねが，将来
多くのことや事実が解明される礎となると考えてい
る。筆者は今後もこのような調査を徐々にであるが，
着実に実施しながら，事実を解明していきたいと考え
ている。
小論を執筆する基礎となった調査は，論文のはじめ
でも明らかにしたように，北京・天津，上海，広州，
一部瀋陽などの企業の協力を得て実施したものであ
り，中国全般に関して調査を行い，その結果を明らか
にしたものではない。
この調査に多忙の中，回答に協力をしてもらった多
く企業や，そこで働く中国人従業員に対して，衷心よ
り感謝の意を表したい。今回の調査を実施するに当た
っては，中国現地日系企業の協力と，弊ゼミナールの
卒業生で中国現地で会社を経営している S氏，O氏，
R氏，それに多くの中国人卒業生の多大な協力を得
た。ここに全ての人たちに，あわせて感謝の意を表し
たい。
またこの度の調査は，平成 17年度専修大学研究助
成を活用した研究成果である。また専修大学社会研究
所の上海研究調査の機会を活用して，調査を実施した
成果でもある。専修大学と社会研究所に対しても，衷
心より感謝の意を表したい。
注 1） 2005年版 ジェトロ貿易投資白書 ジェトロ。2005
年 9月。
注 2） 筆者が実施した中国現地日系企業やその他の組織の経
営者や管理者に対する調査や，現地人従業員に対する調査
において，近年日本からの急速な投資の増加に伴い，現地
に進出する企業や組織が多くなってきたために，現地に派
遣される日本人の中には，中国の社会制度や中国人の価値
観・行動様式を理解できない人も多く，現地人従業員との
間に問題や摩擦を起こす人が多くなってきているとの回答
や指摘が見られた。このことは，近年さまざまな文献にそ
の実例が紹介されるようになってきている。またこれとは
別に中国経済の発展により中国政府や地方政府の進出企業
に対する対応の仕方が変化してきているなどの指摘がなさ
れ，この他にも電力や資材の不足による問題点が発生して
いることが，多くの文献や調査結果として公にされてきて
いる。さらにジェトロが 2002年 6月に実施した「日本企業
の中国における国内販売活動に関するアンケート調査」に
よると，国内販売の問題点として「売掛金の回収」，「模倣品
の氾濫」の指摘や同じくジェトロの実施した，2003年の
「中国進出日系企業の実態と地域別投資環境満足度評価」を
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ベースとした「2005年版通商白書」の記述にも，現地日系
企業が指摘した問題点として「法令の不備や不透明性」，税
制の不備やその運用の不透明性」，「法令の恣意的な運用や統
一性」，「関税率」，「知的財産権の保護」などなどの多くの事
柄が指摘されている。これらのことからも中国に進出した
日系企業や組織が広範多岐にわたる問題に直面しているこ
とが理解できる。詳しくは「2003年，2004年，2005年版ジ
ェトロ貿易投資白書」ジェトロ，ならびに「2005年版通商
白書」経済産業省。2005年 7月。参照。
注 3） 週刊東洋経済臨時増刊「2005海外進出企業総覧（国別
編）」東洋経済新報社 2005年 5月。
注 4） 企業が海外に進出した場合，経営環境の違いからさま
ざまな問題に直面する。これらの問題は企業の進出した国
や地域によってさまざまである。またこれら問題は進出し
た企業の数とは関係ないと考えられる。
注 5） 週刊東洋経済臨時増刊「2005海外進出企業総覧（国別
編）」東洋経済新報社 2005年 5月。
注 6）「中国における日系現地法人の経営者，管理者の経営と
管理に関する意識」①全体，②管理者，③一般従業員につ
いて。専修大学商学論集 80―82号。2004年―2006年。
注 7） 日本人経営者や管理者に関する一連の調査は，主に北
京や天津地域の企業やその他の組織の経営者・管理者に協
力をお願いして調査を実施し，それをまとめたものである
が，その後，筆者は上海・広州地域の日系企業現地法人の
経営者や，管理者と接触することが出来たので，北京や天
津において実施した調査と同じ質問表などを使用して調査
を行ってみたが，両者の意見や回答にそれほどの差異が存
在していないことが把握できた。そこでこのたびの現地中
国人の仕事や企業・組織に関しての考え方や行動様式に関
しては，上海や広州地域の人々の回答や一部瀋陽地区の
人々の回答が含まれている。このたびの調査結果からも，
それらの人々の考えや意見に関して差異は認められないと
考えられた。そこで回答結果を区別しないで扱うことにし
た。今後さらに調査対象を拡大して調査することが出来た
ら，それらにはどのような差異があるのかを改めて検討し
てみたいと考えている。
注 8） 今回は一部の国での調査を現在でも継続して実施して
いるので，各国の比較は今後全ての調査が完了してから改
めて公にしたいと考えている。
注 9） 回収できた調査票の総数は 247票であるが，回答者の
属性に関してほとんど記入されていなかったり，多くの項
目に対する回答が完全になされていなかったものは，欠損
票として扱った。しかし， 1項目程度の記入漏れのあった
票は有効として扱うことにした。
注 10） 満足回答とは，a）とても満足している。b）満足して
いる。c）やや満足しているとの回答を満足回答として扱っ
た。
注 11） 小論を記述するに当たり，関連性が高い質問をなるべ
く連続して取り上げるようにしたので，必ずしも調査票の
質問項目の順序に従って，記述は行っていない。質問の関
連性が高いものを選択して記述をしている。
注 12） 全てを自由に記入できる方法にすると，回答が複雑多
肢にわたり分類や整理が大変になること，聞き取り調査を
実施した際，こちらから具体的に質問を行わないと，回答
が得れられにくいことを体験したので，なるべく誘導質問
にならないように注意して，調査者が事前に与えた選択項
目から，回答をマルチプル・チョイス方式（複数選択方
式）で選択してもらう方法を採用した。
注 13） 一部の回答は e―mailを使用して回収を行った。
注 14） このたびの調査では，各国の日系企業や一部その他の
企業に勤務する従業員の仕事や，企業・組織に対する考え
方や行動様式に関してさまざまな視点から質問を行い，多
くの人々から回答を得ることが出来た。調査票は 20項目の
質問を，A）職務（＝仕事）に関して。B）会社・組織に関
して。C）職場に関して。D）上司に関して。E）仕事と生
活に関して質問を実施した。調査項目に関しては巻末に調
査票を掲載したので参考にしてもらいたい。
注 15） オーストラリアの調査では，調査協力者の意見で，④
普通はなんとなくあいまいとなるので，①大変満足。②満
足。③やや満足。④やや不満足。⑤不満足に変更した尺度
で回答を依頼した。英語版を基にして作成したタイでの調
査も，オーストラリアと同じ尺度を採用した。
注 16） 調査では実施した時期によって，例えば，調査直前な
どに会社や組織において，従業員達に大きなインパクトを
与えるような事柄や事件があると，満足回答数には大きな
偏りが見られることがあるので，調査を実施するタイミン
グには配慮が必要である。
注 17） 不満足と回答した回答者の理由は，双方について理由
を訊ねると，回答選択肢が多くなるので，不満とした回答
者にはその理由を，その他の項目として，記述によって回
答してもらうように設定したが，そのことに対する回答は
筆者が期待したほど記入がされてなかった。今後は回答収
集方法を考慮しなくてはならないと考えている。
注 18） 質問 4の会社や組織での仕事をどのような考えるかの
回答で，決められた範囲内の仕事をする 14.8％。与えられ
た仕事だけをする 12.9％がある。これらの回答結果では，
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日本人が現地中国人従業員は仕事の範囲を明確にしている
とか，同僚との仕事に協力しないとの指摘とは，多少差異
があるようにも考えられる。このことに関しては質問 7の
仕事と責任の個所で関連させて言及する。
注 19）“中国教育部が大学生の就職意識を調査したところ，
企業を選ぶ基準として重視するのは，第 1に将来性，次に
自分の才能を活かしてくれるかどうか， 3番目に収入が挙
がった。ちなみに 1995年と 96年の調査では収入が 1位だ
ったという”BiztechNo.006．日経ビズテック。2005年 4月。
p30.
注 20） 順序を変えて記述したのは，彼らが仕事に対して持つ
責任意識から検討したほうが，より仕事に対する考え方
が，明確に理解できると考えたからである。
注 21） 財団法人海外職業訓練協会「海外人づくりハンドブッ
ク 中国」2004年。pp101―107.
注 22） ここでの回答は，同僚との関係をどのように考えてい
るかを，質問の 14と 15で訊ねて回答を得ているので，そこ
での回答を検討する際に，再度この回答結果も考え合わせ
て論述することにしたい。
注 23） 同僚の仕事には協力しないとするものは，事務系職員
やホワイトカラーに，多く工場の現場従業員は，作業を仲
間と協力しないと出来ないことが多いので，協力する傾向
があるとの指摘を聞かされたことがあり，筆者自身も工場
現場で作業員の仕事を見ていると，お互いに協力して遂行
している姿を見ることが出来た。しかし事務所で働く事務
員は仕事が専門化しているせいか，同僚と共同作業をして
いる姿はあまり見かけなかった。このことに関しては今後
さらに詳しく調査を実施したいと考えている。
注 24） 急速な経済成長を遂げる中国では，今日「貧富の格差
の拡大」，「金融リスクの拡大」，「高失業率」が大きな社会問
題となってきているといわれている。“経済強調の陰で社会
問題の圧力が高まる中国“「WEDGE」Vol.18, No, 3. MARCH
2006.
注 25） このことに関しては同僚や上司との関係に関して質問
した箇所で，関連させながら言及をしたいと思う。
注 26） 金子亮一“中国について思うこと：特に人をめぐる問
題”「海外・人づくりハンドブック 中国」財団法人 海外
職業訓練協会。2004年。pp101―107.
注 27） ここで上司の指示に従うとの回答を，仕事を共同で遂
行するに否定的な回答として扱ったのは，筆者が直接面接
をして彼らに尋ねたときの回答では，上司が指示するなら
仕方なく従うが，出来れは行いたくないとの回答が多くあ
ったからである。従って回答に同じニュアンスが感じられ
るからである。
注 28） 中国の人々は同郷の人々や，仲間を大変大事にすると
いわれており，その典型が華僑の存在で，仲間を大事にし
て結束が固いことが有名である。
注 29） 中国人は家族や親戚，知人との関係を大変重視すると
言われている。知らない人には冷淡であるとの指摘もある
が，知り合いや同郷の人に対しては，相互に助け合う関係
が強いと言われている。筆者も知人や大学院それにゼミナ
ールの学生を通して，この事実があることを理解している。
注 30） ibid金子亮一“中国について思うこと：特に人をめぐ
る問題”「海外・人づくりハンドブック 中国」財団法人
海外職業訓練協会。2004年。p103.
注 31） ibid金子亮一“中国について思うこと：特に人をめぐ
る問題”「海外・人づくりハンドブック 中国」財団法人
海外職業訓練協会。2004年。p102.
注 32） 大変面白いと考えられるのは，中国人が投資をすると
か他人に資金を貸し与えるときは，必ず一人ではなく仲間
を誘って，複数のものが融資をするといわれている。この
場合は，危険分散と，仲間を裏切れないという考えが背後
にあると考えられる。合従連衡をたくみに使い分けている
ところが彼らにはあると考えられる。
注 33） 近年，日本においても，成果主義が多くの企業や組織
などで採用されたことや，若者を中心に協働の考え方や仕
事に対する方法などが，変化してきているといわれてお
り，そのことに対する考え方がいろいろ議論されるように
なってきている。
注 34） ibid金子亮一“中国について思うこと：特に人をめぐ
る問題”「海外・人づくりハンドブック 中国」財団法人
海外職業訓練協会。2004年。
注 35） このたびの調査で，質問 1の現在の仕事に満足してい
るか。そして質問 2でその理由を訊ねたところ，その回答
として，③仲間との仕事が楽しいとこが，回答として 2番
目に多い人が 55人，21.6％存在していた。中国人が働くと
き満足する理由として，職場で彼らが仲間と仕事をするこ
とが楽しいことを， 2番目に多いその理由とし回答した理
由は，なぜであろうかと考えたが，彼らにとって仲間と仕
事することが，彼らの満足としていることは，同僚と協力
し合って仕事をすることではなくて，仕事では各自が自分
の仕事を決められた範囲内で行い，仕事を遂行するとき
は，各自が仲間の仕事に干渉しないということで，仲間と
の交友関係を職場で維持することが満足の理由として，選
択されていることであると考えられる。
注 36） この質問と関連させて，自分が上司から正しく評価さ
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れているかどうか質問を行ってみた。回答結果はどちらと
もいえないとする回答を選択した者が，72人，34.4％。回
答全体に占める比率でも 37.3％と一番多くあった。その次
にまあまあ評価されていると考える者が，59人で 28.2％。
全回答の比率では 30.5％。評価されていると考える者が 24
人，11.5％。前回等の比率では 12.4％。これらに対して，評
価に対して大変不満であるとしたものが，33人で 15.8％。
全回答比率では 17.0％であった。この質問は上司の評価に
対してどのように考えているかを参考のために質問したた
めに，その理由などに関しては質問を行っていない。今
後，この質問に関しては改めて調査を行ってみたいと考え
ている。
注 37） 中国人の上司，特に社長や指導者は，大きいことだけ
に関与して，細かなことに口を出さないとされており，ま
た中間管理者も部下の指導をしない。仕事も教えないのが
一般的であるといわれている。金子亮一“中国について思
うこと：特に人をめぐる問題”「海外・人づくりハンドブッ
ク 中国」財団法人 海外職業訓練協会。2004年。
注 38） その様なことを従業員から聞かされたいくつかの会社
はでは，調べてみると，経営者や管理者が従業員に対し
て，仕事以外でも個人的に面倒を見たり，また自宅に部下
を招くなど，きめ細かく暖かな配慮をしているようであ
る。そしてそのような企業は現在でもどんどん業績をあげ
規模を拡大している。近年中国では儒教や道教の教育が子
供の教育に取り入れられているとのことであるが，経営者
や管理者も儒教や道教を積極的に学んで，それを経営や管
理に生かしていこうとする傾向が出てきているとのことで
ある。
注 39） 会社や職場に関する質問と関連させて，現在彼らが会
社や職場が希望をかなえてくれるとしたら，それは何かに
ついて参考までに質問を行ってみた。回答結果で最も多か
ったのが，昇給で 118人，56.5％。全回答に対する比率でも
36.8％であった。次に作業環境を良くしてくれることで，95
人，45.5％。全体に比率では 29.6％となっている。さらに
昇格が 44人で 21.1％。全体の比率では 13.7％。休暇を与え
てくれることは 23人で 23人。勤務時間や日数を減らすが 20
人。レジャーや趣味の活動への援助で 20人となっている。
昇給・昇格と作業環境の改善に対する要望が多く見られ
た。
注 40） 中国の都市部における登録失業率は 1998年の 3.1％，
571万人から現在の 4.2％，795万人に上昇している。今後
数年間においては，一時帰休者も失業者として統計される
ことになり，それに経済構造調整の強化に伴い，都市部に
おける登録失業率は，さらに上昇する可能性が大きいと予
測されている。雇用と失業，それに再就職は人々を悩ます
問題となっている。
ついで失業状況をみると，2003年末現在の都市部の登録
失業者数は 800万人，登録失業率は 4.3％でありi，前年と比
較すると，登録失業者数は 30万人増加，登録失業率は 0.3
％上昇している。また，若年者の失業者数を示す失業青年
数については，1995年までしか調査されていないものの，
2002年の統計で，登録失業者数が 770万人，そのうち 25歳
未満の割合が 20.2％であることから，失業青年数は約 156
万人であると推測される。「中国労働市場」http://www.lm.
gov.cn。胡鞍鋼「深刻化する中国の失業問題」清華大学国情
研究センター。2002年 6月
注 41） この背後には，最近の高い失業問題が係わっていると
も考えられるが，中国で働く人々の企業や組織への定着志
向も，増えて来ているようである。胡鞍鋼「深刻化する中
国の失業問題」清華大学国情研究センター。2002年 6月。
注 42） 回答者数が多いといっても，ほとんどが回答の 3分の
1程度であり，中国人の自分自身の利益の優先。キャリ
ア・アップの向上の志向が強く，そのために転退職を頻繁
に繰り返すという，彼らの考え方や行動様式は，根強く残
っていくと考えられる。
注 43） 中国人は会社は社会に貢献すべきであるとの意識を，
強く持っているといわれている。それは欧米系の企業が自
社の社会貢献を，マスコミを使って頻繁にアピールするこ
とと，金持や収益を多く得た企業は社会にそれを還元すべ
きとの考え方が，中国社会に深く根付いているために，会
社が発展したり，収益を多くあげれば，自分が働いている
会社は，社会に大きく貢献していると誇ることが出来るこ
とも，これらの考え方に影響を与えていると考えられる。
注 44） ibid. Bizteck p30。
注 45） 中国人に社会に貢献している企業とはどのような企業
であるのか，そのことに筆者は関心を持ち，さまざまな人
たちに，どうしてそのことを峻別するのか尋ねてみたとこ
ろ，テレビやラジオ，また新聞や広告板などで，具体的に
どのような社会貢献をその会社がしているか明らかにして
いるので，そのことから判断しているとの回答が多かっ
た。しばらく滞在していると，マスコミを活用したり，大
きな看板を出して，欧米系企業は積極的に社会的貢献を果
たしていることをアピールしていることが理解できる。
注 46） 巻末の調査票を参照。
注 47） 近年，家庭生活や自分の生活のことをあげる人たち
が，徐々に増加しているとも言われているが，日本人にと
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って会社での仕事が生活上一番重要であることは，多少の
変化が見られるようであるが，それほど大きな変化はして
いないようである。平成 13―17年度新入社員「働くことの
意識」調査報告書―平成 13―17年度新入社員の意識と行動
社会経済生産性本部；日本経済青年協議会 2005年。参
照。
注 48） また，この調査でも現在の仕事に満足している理由と
して，仕事の経験が得られるとの回答が 29.7％あった。
注 49） ibid BizTech pp30―31。
注 50） 2000年に公表された「1999年全国教育事業発展公報」
によると 1999年の中国の大学数は 1,942校で，そのうち一
般大学は 1.071校，仕事をしながら通学できる大学である。
社会人大学は 871校となっている。近年中国では中央政府
や地方政府が経済発展や産業構造の変化，労働市場のニー
ズにあわせて，多数の職業訓練学校などを開設しているた
めに，仕事をしながらこれらの学校に通学している若者の
数はかなりに達しているといわれている。また IT先端技術
産業の民営企業などでは，企業内に人材育成のための教育
機関を設立している。これらの動きに対してより高度な教
育・訓練の受講を希望する若者が多く，かなりの競争率と
なっているといわれている。これらのことは中国人の上昇
志向意識が高いことを如実に示しているといえる。
注 51） 中国教育部の統計によれば，1979年から 1997年まで
にあわせて 142,000人が海外に留学した。また清華大学のハ
イテク専攻の卒業生の 82％，北京大学の卒業生の 76％がア
メリカに流失したとの統計数字も公にされている。中国海
外労働情報。参照。
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